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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有する発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting D
iode）と、
　上記発光ダイオードから出射された光の一部を反射して一部を透過する光分離手段とを
備え、
　上記発光ダイオードは、上記光分離手段から所定の距離離れた位置に配置されており、
　上記光分離手段は、上記発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射
することにより、当該光分離手段を中心として上記発光ダイオードと対向する位置に、当
該光分離手段によって反射された光の見かけ上の出射元となる上記発光ダイオードの虚像
を生成すること
　を特徴とする照明装置。
【請求項２】
　上記発光ダイオードは、赤色光を出射する赤色発光ダイオード、緑色光を出射する緑色
発光ダイオード、及び青色光を出射する青色発光ダイオードであること
　を特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
　上記光分離手段は、上記赤色光の一部を透過して一部を反射するとともに上記緑色光及
び上記青色光を透過する赤色光分離手段、上記緑色光の一部を透過して一部を反射すると
ともに上記青色光及び上記赤色光を透過する緑色光分離手段、並びに上記青色光の一部を
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透過して一部を反射するとともに上記赤色光及び上記緑色光を透過する青色光分離手段で
あること
　を特徴とする請求項２記載の照明装置。
【請求項４】
　上記光分離手段は、上記赤色光、緑色光、及び青色光の一部を透過して一部を反射する
三原色光分離手段であること
　を特徴とする請求項２記載の照明装置。
【請求項５】
　上記光分離手段は、当該光分離手段に入射する光を出射する発光ダイオードから出射さ
れる光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項６】
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有する複数の発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emit
ting Diode）と、
　上記発光ダイオードから出射された光の一部を反射して一部を透過する複数の光分離手
段とを備え、
　上記光分離手段は、所定のピッチで列状に配置されており、
　上記発光ダイオードは、上記光分離手段に挟まれた領域に、１つおきに配置されており
、
　上記光分離手段は、上記発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射
することにより、上記光分離手段に挟まれており且つ上記発光ダイオードが配置されてい
ない領域に、当該光分離手段によって反射された光の見かけ上の出射元となる上記発光ダ
イオードの虚像を生成すること
　を特徴とする照明装置。
【請求項７】
　上記発光ダイオードは、赤色光を出射する赤色発光ダイオード、緑色光を出射する緑色
発光ダイオード、及び青色光を出射する青色発光ダイオードであること
　を特徴とする請求項６記載の照明装置。
【請求項８】
　上記光分離手段は、上記赤色光の一部を透過して一部を反射するとともに上記緑色光及
び上記青色光を透過する赤色光分離手段、上記緑色光の一部を透過して一部を反射すると
ともに上記青色光及び上記赤色光を透過する緑色光分離手段、並びに上記青色光の一部を
透過して一部を反射するとともに上記赤色光及び上記緑色光を透過する青色光分離手段で
あること
　を特徴とする請求項７記載の照明装置。
【請求項９】
　上記光分離手段は、上記赤色光、緑色光、及び青色光の一部を透過して一部を反射する
三原色光分離手段であること
　を特徴とする請求項７記載の照明装置。
【請求項１０】
　上記光分離手段は、当該光分離手段に入射する光を出射する発光ダイオードから出射さ
れる光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項６記載の照明装置。
【請求項１１】
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する複数の赤色発光ダイ
オード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
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　入射した赤色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光及び青色光を透過する
赤色光分離手段と、
　入射した緑色光の一部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する
緑色光分離手段と、
　入射した青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した赤色光及び緑色光を透過する
青色光分離手段とを備え、
　上記赤色光分離手段と、上記緑色光分離手段と、上記青色光分離手段とは、互い違いに
、ｗ（但し、ｗ＞０。）のピッチで配置されており、
　上記赤色発光ダイオードは、隣接して配置されている上記緑色光分離手段と上記青色光
分離手段との中心に、１つおきに配置されており、
　上記緑色発光ダイオードは、隣接して配置されている上記青色光分離手段と上記赤色光
分離手段との中心に、１つおきに配置されており、
　上記青色発光ダイオードは、隣接して配置されている上記赤色光分離手段と上記緑色光
分離手段との中心に、１つおきに配置されており、
　上記赤色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている赤色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記緑色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記青色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている青色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　互いに３ｗ離れて位置しており、中心に赤色発光ダイオードが配置されていない２つの
赤色光分離手段は、当該２つの赤色光分離手段によって挟まれた位置に配置されている上
記緑色光分離手段と上記青色光分離手段との間に、当該２つの赤色光分離手段によって反
射された赤色光の見かけ上の出射元である、上記赤色発光ダイオードの虚像を形成し、
　互いに３ｗ離れて位置しており、中心に緑色発光ダイオードが配置されていない２つの
緑色光分離手段は、当該２つの緑色光分離手段によって挟まれた位置に配置されている上
記青色光分離手段と上記赤色光分離手段との間に、当該２つの緑色光分離手段によって反
射された緑色光の見かけ上の出射元である、上記緑色発光ダイオードの虚像を形成し、
　互いに３ｗ離れて位置しており、中心に青色発光ダイオードが配置されていない２つの
青色光分離手段は、当該２つの青色光分離手段によって挟まれた位置に配置されている上
記赤色光分離手段と上記緑色光分離手段との間に、当該２つの青色光分離手段によって反
射された青色光の見かけ上の出射元である、上記青色発光ダイオードの虚像を形成するこ
と
　を特徴とする照明装置。
【請求項１２】
　上記赤色発光ダイオードと上記緑色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔が２ｗ
となるように配置されており、
　上記緑色発光ダイオードと上記青色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔が２ｗ
となるように配置されており、
　上記青色発光ダイオードと上記赤色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔が２ｗ
となるように配置されていること
　を特徴とする請求項１１記載の照明装置。
【請求項１３】
　上記赤色発光ダイオードと上記緑色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔がｗと
なるように配置されており、
　上記緑色発光ダイオードと上記青色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔がｗと
なるように配置されており、
　上記青色発光ダイオードと上記赤色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔が４ｗ
となるように配置されていること
　を特徴とする請求項１１記載の照明装置。
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【請求項１４】
　上記緑色光分離手段と上記青色光分離手段との間には上記赤色発光ダイオードが１つ配
置され、
　上記青色光分離手段と上記赤色光分離手段との間には上記緑色発光ダイオードが２つ配
置され、
　上記赤色光分離手段と上記緑色光分離手段との間には上記青色発光ダイオードが１つ配
置されていること
　を特徴とする請求項１１記載の照明装置。
【請求項１５】
　上記赤色光分離手段は、当該赤色光分離手段に入射する赤色光を出射する赤色発光ダイ
オードから出射される赤色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記緑色光分離手段は、当該緑色光分離手段に入射する緑色光を出射する緑色発光ダイ
オードから出射される緑色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記青色光分離手段は、当該青色光分離手段に入射する青色光を出射する青色発光ダイ
オードから出射される青色光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項１１記載の照明装置。
【請求項１６】
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する赤色発光ダイオード
（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　入射した赤色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光及び青色光を透過する
赤色光分離手段と、
　入射した緑色光の一部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する
緑色光分離手段と、
　入射した青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した赤色光及び緑色光を透過する
青色光分離手段とを備え、
　上記赤色光分離手段は、３ｗのピッチと５ｗのピッチとが交互に繰り返されるように配
置され、
　上記青色光分離手段は、上記赤色光透過手段から所定の方向に４ｗずれた位置に配置さ
れ、
　上記緑色光分離手段は、３ｗのピッチで隣接して配置されている２つの上記赤色光透過
手段に挟まれた領域内の上記２つの赤色光透過手段からｗ離れた位置にそれぞれ１つずつ
配置されるとともに、３ｗのピッチで隣接して配置されている２つの上記青色光透過手段
に挟まれた領域内の上記２つの青色光透過手段からｗ離れた位置にそれぞれ１つずつ配置
され、
　上記赤色発光ダイオードは、３ｗのピッチで配置されている２つの上記赤色光分離手段
に挟まれた領域に配置されている２つの上記緑色光分離手段の中心に配置され、
　上記青色発光ダイオードは、３ｗのピッチで配置されている２つの上記青色光分離手段
に挟まれた領域に配置されている２つの上記緑色光分離手段の中心に配置され、
　上記緑色発光ダイオードは、上記赤色光分離手段と上記青色光分離手段との中心に配置
され、
　上記赤色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている赤色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記緑色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記青色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている青色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
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　上記赤色光分離手段と、当該赤色光分離手段から３ｗ離れた位置に配置されている上記
緑色光分離手段とは、当該赤色光分離手段と当該緑色光分離手段とによって挟まれた領域
に配置されている上記緑色光分離手段と上記青色光分離手段との間に、当該緑色光分離手
段によって反射された緑色光、及び当該赤色光分離手段によって反射された赤色光の見か
け上の出射元となる赤色緑色発光ダイオードの虚像を形成し、
　上記青色光分離手段と、当該青色光分離手段から３ｗ離れた位置に配置されている上記
緑色光分離手段とは、当該青色光分離手段と当該緑色光分離手段とによって挟まれた領域
に配置されている上記緑色光分離手段と上記赤色光分離手段との間に、当該緑色光分離手
段によって反射された緑色光、及び当該青色光分離手段によって反射された青色光の見か
け上の出射元となる青色緑色発光ダイオードの虚像を形成すること
　を特徴とする照明装置。
【請求項１７】
　上記赤色光分離手段は、当該赤色光分離手段に入射する赤色光を出射する赤色発光ダイ
オードから出射される赤色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記緑色光分離手段は、当該緑色光分離手段に入射する緑色光を出射する緑色発光ダイ
オードから出射される緑色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記青色光分離手段は、当該青色光分離手段に入射する青色光を出射する青色発光ダイ
オードから出射される青色光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項１６記載の照明装置。
【請求項１８】
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する複数の赤色発光ダイ
オード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
　入射した緑色光の一部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する
緑色光分離手段と、
　入射した赤色光及び青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光を透過する
赤色光青色光分離手段とを備え、
　上記緑色光分離手段は、４ｗのピッチで配置されており、
　上記赤色光青色光分離手段は、上記緑色光分離手段から所定の方向にｗずれた位置に配
置されており、
　上記緑色発光ダイオードは、隣接する２つの緑色光分離手段の中心に、１つおきに２つ
ずつ配置されており、
　上記赤色発光ダイオードは、隣接する２つの赤色光青色光分離手段の中心に、１つおき
に１つずつ配置されており、
　上記青色発光ダイオードは、隣接する２つの赤色光青色光分離手段の中心に、１つおき
に１つずつ配置されており、
　上記緑色光分離手段は、２ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから出射
された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記赤色光青色光分離手段は、２ｗ離れた位置に配置されている赤色発光ダイオード及
び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　互いに４ｗ離れて配置されており、間に上記緑色発光ダイオードが配置されていない緑
色光分離手段は、当該２つの緑色光分離手段の間に、当該２つの緑色光分離手段によって
反射された緑色光の見かけ上の出射元となる上記緑色発光ダイオードの虚像を形成し、
　互いに４ｗ離れて配置されており、間に上記赤色発光ダイオード及び上記青色発光ダイ
オードが配置されていない赤色光青色光分離手段は、当該２つの赤色光青色光分離手段の
間に、当該２つの赤色光青色光分離手段によって反射された赤色光の見かけ上の出射元で
ある上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの赤色光青色光分離手段によって反射さ
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れた青色光の見かけ上の出射元となる上記青色発光ダイオードの虚像とを形成すること
　を特徴とする照明装置。
【請求項１９】
　上記赤色発光ダイオードは、第１の直線上に配置されており、
　上記青色発光ダイオードは、上記第１の直線と平行な第２の直線上に配置されており、
　隣接する２つの上記緑色光分離手段の中心に配置されている２つの緑色発光ダイオード
のうち一方は、上記第１の直線上に配置され、
　隣接する２つの上記緑色光分離手段の中心に配置されている２つの緑色発光ダイオード
のうち他方は、上記第２の直線上に配置されていること
　を特徴とする請求項１８記載の照明装置。
【請求項２０】
　上記赤色光分離手段は、当該赤色光分離手段に入射する赤色光を出射する赤色発光ダイ
オードから出射される赤色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記緑色光分離手段は、当該緑色光分離手段に入射する緑色光を出射する緑色発光ダイ
オードから出射される緑色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記青色光分離手段は、当該青色光分離手段に入射する青色光を出射する青色発光ダイ
オードから出射される青色光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項１８記載の照明装置。
【請求項２１】
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する赤色発光ダイオード
（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
　入射した赤色光、緑色光、及び青色光の一部を反射して一部を透過する三原色光分離手
段とを備え、
　上記三原色光分離手段は、４ｗのピッチで一列に配置されており、
　上記赤色発光ダイオードと、上記緑色発光ダイオードと、上記青色発光ダイオードとは
、それぞれ、上記三原色光分離手段に挟まれた領域及び／又は一列に配置された上記三原
色光分離手段の両端の領域に、１つおきに配置され、
　上記三原色光分離手段は、隣接した領域に配置されている赤色発光ダイオード、緑色発
光ダイオード、及び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し
、
　互いに隣接しており、間に上記赤色発光ダイオード、上記緑色発光ダイオード、及び上
記青色発光ダイオードが配置されていない２つの三原色光分離手段は、当該２つの三原色
光分離手段によって挟まれた領域に、当該２つの三原色光分離手段によって反射された赤
色光の見かけ上の出射元となる上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの三原色光分
離手段によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる上記緑色発光ダイオードの虚
像と、当該２つの三原色光分離手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる
上記青色発光ダイオードの虚像とを形成すること
　を特徴とする照明装置。
【請求項２２】
　１つの上記赤色発光ダイオードと、２つの上記緑色発光ダイオードと、１つの上記青色
発光ダイオードとは、上記三原色光分離手段の配置方向に沿って、所定の順序で一列に並
ぶように配置されること
　を特徴とする請求項２１記載の照明装置。
【請求項２３】
　１つの上記赤色発光ダイオードと、２つの上記緑色発光ダイオードと、１つの上記青色
発光ダイオードとからなる所定の配列が、隣接する上記三原色光分離手段に挟まれた領域
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に、１つおきに、２列以上配置されること
　を特徴とする請求項２１記載の照明装置。
【請求項２４】
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する赤色発光ダイオード
（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
　入射した赤色光、緑色光、及び青色光の一部を反射して一部を透過する三原色光分離手
段とを備え、
　上記三原色光分離手段は、ｗのピッチで一列に配置されており、
　上記赤色発光ダイオードと、上記緑色発光ダイオードと、上記青色発光ダイオードとは
、それぞれ、上記三原色光分離手段に挟まれた領域及び／又は一列に配置された上記三原
色分離手段の両端の領域に、１つおきに、上記三原色光分離手段と対向して所定の順序で
一列に並んで配置されており、
　上記三原色光分離手段は、隣接した領域に配置されている赤色発光ダイオード、緑色発
光ダイオード、及び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し
、
　互いに隣接しており、間に上記赤色発光ダイオード、上記緑色発光ダイオード及び上記
青色発光ダイオードが配置されていない２つの三原色光分離手段は、当該２つの三原色光
分離手段によって挟まれた領域に、当該２つの三原色光分離手段によって反射された赤色
光の見かけ上の出射元となる上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの三原色光分離
手段によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる上記緑色発光ダイオードの虚像
と、当該２つの三原色光分離手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる上
記青色発光ダイオードの虚像とを形成すること
　を特徴とする照明装置。
【請求項２５】
　上記赤色発光ダイオードと上記青色発光ダイオードの数は同一とされており、
　上記緑色発光ダイオードの数は、上記赤色発光ダイオードと上記青色発光ダイオードの
数の２倍とされていること
　を特徴とする請求項２４記載の照明装置。
【請求項２６】
　透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側から照明する照明装置とからなる
液晶表示装置であって、
　上記照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有する発光ダイオード（ＬＥＤ；
Light Emitting Diode）と、
　上記発光ダイオードから出射された光の一部を反射して一部を透過する光分離手段とを
備え、
　上記発光ダイオードは、上記光分離手段から所定の距離離れた位置に配置されており、
　上記光分離手段は、上記発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射
することにより、当該光分離手段を中心として上記発光ダイオードと対向する位置に、当
該光分離手段によって反射された光の見かけ上の出射元となる上記発光ダイオードの虚像
を生成すること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２７】
　上記発光ダイオードは、赤色光を出射する赤色発光ダイオード、緑色光を出射する緑色
発光ダイオード、及び青色光を出射する青色発光ダイオードであること
　を特徴とする請求項２６記載の液晶表示装置。
【請求項２８】
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　上記光分離手段は、上記赤色光の一部を透過して一部を反射するとともに上記緑色光及
び上記青色光を透過する赤色光分離手段、上記緑色光の一部を透過して一部を反射すると
ともに上記青色光及び上記赤色光を透過する緑色光分離手段、並びに上記青色光の一部を
透過して一部を反射するとともに上記赤色光及び上記緑色光を透過する青色光分離手段で
あること
　を特徴とする請求項２７記載の液晶表示装置。
【請求項２９】
　上記光分離手段は、上記赤色光、緑色光、及び青色光の一部を透過して一部を反射する
三原色光分離手段であること
　を特徴とする請求項２７記載の液晶表示装置。
【請求項３０】
　上記光分離手段は、当該光分離手段に入射する光を出射する発光ダイオードから出射さ
れる光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項２６記載の液晶表示装置。
【請求項３１】
　透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側から照明する照明装置とからなる
液晶表示装置であって、
　上記照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有する複数の発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　上記発光ダイオードから出射された光の一部を反射して一部を透過する複数の光分離手
段とを備え、
　上記光分離手段は、所定のピッチで列状に配置されており、
　上記発光ダイオードは、上記光分離手段に挟まれた領域に、１つおきに配置されており
、
　上記光分離手段は、上記発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射
することにより、上記光分離手段に挟まれており且つ上記発光ダイオードが配置されてい
ない領域に、当該光分離手段によって反射された光の見かけ上の出射元となる上記発光ダ
イオードの虚像を生成すること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項３２】
　上記発光ダイオードは、赤色光を出射する赤色発光ダイオード、緑色光を出射する緑色
発光ダイオード、及び青色光を出射する青色発光ダイオードであること
　を特徴とする請求項３１記載の液晶表示装置。
【請求項３３】
　上記光分離手段は、上記赤色光の一部を透過して一部を反射するとともに上記緑色光及
び上記青色光を透過する赤色光分離手段、上記緑色光の一部を透過して一部を反射すると
ともに上記青色光及び上記赤色光を透過する緑色光分離手段、並びに上記青色光の一部を
透過して一部を反射するとともに上記赤色光及び上記緑色光を透過する青色光分離手段で
あること
　を特徴とする請求項３２記載の液晶表示装置。
【請求項３４】
　上記光分離手段は、上記赤色光、緑色光、及び青色光の一部を透過して一部を反射する
三原色光分離手段であること
　を特徴とする請求項３２記載の液晶表示装置。
【請求項３５】
　上記光分離手段は、当該光分離手段に入射する光を出射する発光ダイオードから出射さ
れる光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項３１記載の液晶表示装置。
【請求項３６】
　透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側から照明する照明装置とからなる
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液晶表示装置であって、
　上記照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する複
数の赤色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
　入射した赤色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光及び青色光を透過する
赤色光分離手段と、
　入射した緑色光の一部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する
緑色光分離手段と、
　入射した青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した赤色光及び緑色光を透過する
青色光分離手段とを備え、
　上記赤色光分離手段と、上記緑色光分離手段と、上記青色光分離手段とは、互い違いに
、ｗ（但し、ｗ＞０。）のピッチで配置されており、
　上記赤色発光ダイオードは、隣接して配置されている上記緑色光分離手段と上記青色光
分離手段との中心に、１つおきに配置されており、
　上記緑色発光ダイオードは、隣接して配置されている上記青色光分離手段と上記赤色光
分離手段との中心に、１つおきに配置されており、
　上記青色発光ダイオードは、隣接して配置されている上記赤色光分離手段と上記緑色光
分離手段との中心に、１つおきに配置されており、
　上記赤色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている赤色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記緑色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記青色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている青色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　互いに３ｗ離れて位置しており、中心に赤色発光ダイオードが配置されていない２つの
赤色光分離手段は、当該２つの赤色光分離手段によって挟まれた位置に配置されている上
記緑色光分離手段と上記青色光分離手段との間に、当該２つの赤色光分離手段によって反
射された赤色光の見かけ上の出射元である、上記赤色発光ダイオードの虚像を形成し、
　互いに３ｗ離れて位置しており、中心に緑色発光ダイオードが配置されていない２つの
緑色光分離手段は、当該２つの緑色光分離手段によって挟まれた位置に配置されている上
記青色光分離手段と上記赤色光分離手段との間に、当該２つの緑色光分離手段によって反
射された緑色光の見かけ上の出射元である、上記緑色発光ダイオードの虚像を形成し、
　互いに３ｗ離れて位置しており、中心に青色発光ダイオードが配置されていない２つの
青色光分離手段は、当該２つの青色光分離手段によって挟まれた位置に配置されている上
記赤色光分離手段と上記緑色光分離手段との間に、当該２つの青色光分離手段によって反
射された青色光の見かけ上の出射元である、上記青色発光ダイオードの虚像を形成するこ
と
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項３７】
　上記赤色発光ダイオードと上記緑色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔が２ｗ
となるように配置されており、
　上記緑色発光ダイオードと上記青色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔が２ｗ
となるように配置されており、
　上記青色発光ダイオードと上記赤色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔が２ｗ
となるように配置されていること
　を特徴とする請求項３６記載の液晶表示装置。
【請求項３８】
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　上記赤色発光ダイオードと上記緑色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔がｗと
なるように配置されており、
　上記緑色発光ダイオードと上記青色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔がｗと
なるように配置されており、
　上記青色発光ダイオードと上記赤色発光ダイオードとは、それぞれの光軸の間隔が４ｗ
となるように配置されていること
　を特徴とする請求項３６記載の液晶表示装置。
【請求項３９】
　上記緑色光分離手段と上記青色光分離手段との間には上記赤色発光ダイオードが１つ配
置され、
　上記青色光分離手段と上記赤色光分離手段との間には上記緑色発光ダイオードが２つ配
置され、
　上記赤色光分離手段と上記緑色光分離手段との間には上記青色発光ダイオードが１つ配
置されていること
　を特徴とする請求項３６記載の液晶表示装置。
【請求項４０】
　上記赤色光分離手段は、当該赤色光分離手段に入射する赤色光を出射する赤色発光ダイ
オードから出射される赤色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記緑色光分離手段は、当該緑色光分離手段に入射する緑色光を出射する緑色発光ダイ
オードから出射される緑色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記青色光分離手段は、当該青色光分離手段に入射する青色光を出射する青色発光ダイ
オードから出射される青色光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項３６記載の液晶表示装置。
【請求項４１】
　透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側から照明する照明装置とからなる
液晶表示装置であって、
　上記照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する赤
色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　入射した赤色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光及び青色光を透過する
赤色光分離手段と、
　入射した緑色光の一部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する
緑色光分離手段と、
　入射した青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した赤色光及び緑色光を透過する
青色光分離手段とを備え、
　上記赤色光分離手段は、３ｗのピッチと５ｗのピッチとが交互に繰り返されるように配
置され、
　上記青色光分離手段は、上記赤色光透過手段から所定の方向に４ｗずれた位置に配置さ
れ、
　上記緑色光分離手段は、３ｗのピッチで隣接して配置されている２つの上記赤色光透過
手段に挟まれた領域内の上記２つの赤色光透過手段からｗ離れた位置にそれぞれ１つずつ
配置されるとともに、３ｗのピッチで隣接して配置されている２つの上記青色光透過手段
に挟まれた領域内の上記２つの青色光透過手段からｗ離れた位置にそれぞれ１つずつ配置
され、
　上記赤色発光ダイオードは、３ｗのピッチで配置されている２つの上記赤色光分離手段
に挟まれた領域に配置されている２つの上記緑色光分離手段の中心に配置され、
　上記青色発光ダイオードは、３ｗのピッチで配置されている２つの上記青色光分離手段
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に挟まれた領域に配置されている２つの上記緑色光分離手段の中心に配置され、
　上記緑色発光ダイオードは、上記赤色光分離手段と上記青色光分離手段との中心に配置
され、
　上記赤色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている赤色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記緑色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記青色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている青色発光ダイオードから
出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記赤色光分離手段と、当該赤色光分離手段から３ｗ離れた位置に配置されている上記
緑色光分離手段とは、当該赤色光分離手段と当該緑色光分離手段とによって挟まれた領域
に配置されている上記緑色光分離手段と上記青色光分離手段との間に、当該緑色光分離手
段によって反射された緑色光、及び当該赤色光分離手段によって反射された赤色光の見か
け上の出射元となる赤色緑色発光ダイオードの虚像を形成し、
　上記青色光分離手段と、当該青色光分離手段から３ｗ離れた位置に配置されている上記
緑色光分離手段とは、当該青色光分離手段と当該緑色光分離手段とによって挟まれた領域
に配置されている上記緑色光分離手段と上記赤色光分離手段との間に、当該緑色光分離手
段によって反射された緑色光、及び当該青色光分離手段によって反射された青色光の見か
け上の出射元となる青色緑色発光ダイオードの虚像を形成すること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項４２】
　上記赤色光分離手段は、当該赤色光分離手段に入射する赤色光を出射する赤色発光ダイ
オードから出射される赤色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記緑色光分離手段は、当該緑色光分離手段に入射する緑色光を出射する緑色発光ダイ
オードから出射される緑色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記青色光分離手段は、当該青色光分離手段に入射する青色光を出射する青色発光ダイ
オードから出射される青色光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項４１記載の液晶表示装置。
【請求項４３】
　透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側から照明する照明装置とからなる
液晶表示装置であって、
　上記照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する複
数の赤色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
　入射した緑色光の一部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する
緑色光分離手段と、
　入射した赤色光及び青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光を透過する
赤色光青色光分離手段とを備え、
　上記緑色光分離手段は、４ｗのピッチで配置されており、
　上記赤色光青色光分離手段は、上記緑色光分離手段から所定の方向にｗずれた位置に配
置されており、
　上記緑色発光ダイオードは、隣接する２つの緑色光分離手段の中心に、１つおきに２つ
ずつ配置されており、
　上記赤色発光ダイオードは、隣接する２つの赤色光青色光分離手段の中心に、１つおき
に１つずつ配置されており、
　上記青色発光ダイオードは、隣接する２つの赤色光青色光分離手段の中心に、１つおき
に１つずつ配置されており、
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　上記緑色光分離手段は、２ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから出射
された光の一部を透過して一部を反射し、
　上記赤色光青色光分離手段は、２ｗ離れた位置に配置されている赤色発光ダイオード及
び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、
　互いに４ｗ離れて配置されており、間に上記緑色発光ダイオードが配置されていない緑
色光分離手段は、当該２つの緑色光分離手段の間に、当該２つの緑色光分離手段によって
反射された緑色光の見かけ上の出射元である、上記緑色発光ダイオードの虚像を形成し、
　互いに４ｗ離れて配置されており、間に上記赤色発光ダイオード及び上記青色発光ダイ
オードが配置されていない赤色光青色光分離手段は、当該２つの赤色光青色光分離手段の
間に、当該２つの赤色光青色光分離手段によって反射された赤色光の見かけ上の出射元で
ある上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの赤色光青色光分離手段によって反射さ
れた青色光の見かけ上の出射元である上記青色発光ダイオードの虚像とを形成すること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項４４】
　上記赤色発光ダイオードは、第１の直線上に配置されており、
　上記青色発光ダイオードは、上記第１の直線と平行な第２の直線上に配置されており、
　隣接する２つの上記緑色光分離手段の中心に配置されている２つの緑色発光ダイオード
のうち一方は、上記第１の直線上に配置され、
　隣接する２つの上記緑色光分離手段の中心に配置されている２つの緑色発光ダイオード
のうち他方は、上記第２の直線上に配置されていること
　を特徴とする請求項４３記載の液晶表示装置。
【請求項４５】
　上記赤色光分離手段は、当該赤色光分離手段に入射する赤色光を出射する赤色発光ダイ
オードから出射される赤色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記緑色光分離手段は、当該緑色光分離手段に入射する緑色光を出射する緑色発光ダイ
オードから出射される緑色光の強度に応じた透過率及び反射率とされており、
　上記青色光分離手段は、当該青色光分離手段に入射する青色光を出射する青色発光ダイ
オードから出射される青色光の強度に応じた透過率及び反射率とされていること
　を特徴とする請求項４３記載の液晶表示装置。
【請求項４６】
　透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側から照明する照明装置とからなる
液晶表示装置であって、
　上記照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する赤
色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
　入射した赤色光、緑色光、及び青色光の一部を反射して一部を透過する三原色光分離手
段とを備え、
　上記三原色光分離手段は、４ｗのピッチで一列に配置されており、
　上記赤色発光ダイオードと、上記緑色発光ダイオードと、上記青色発光ダイオードとは
、それぞれ、上記三原色光分離手段に挟まれた領域及び／又は一列に配置された上記三原
色光分離手段の両端の領域に、１つおきに配置され、
　上記三原色光分離手段は、隣接した領域に配置されている赤色発光ダイオード、緑色発
光ダイオード、及び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し
、
　互いに隣接しており、間に上記赤色発光ダイオード、上記緑色発光ダイオード、及び上
記青色発光ダイオードが配置されていない２つの三原色光分離手段は、当該２つの三原色
光分離手段によって挟まれた領域に、当該２つの三原色光分離手段によって反射された赤
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色光の見かけ上の出射元となる上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの三原色光分
離手段によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる上記緑色発光ダイオードの虚
像と、当該２つの三原色光分離手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる
上記青色発光ダイオードの虚像とを形成すること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項４７】
　１つの上記赤色発光ダイオードと、２つの上記緑色発光ダイオードと、１つの上記青色
発光ダイオードとは、上記三原色光分離手段の配置方向に沿って、所定の順序で一列に並
ぶように配置されること
　を特徴とする請求項４６記載の液晶表示装置。
【請求項４８】
　１つの上記赤色発光ダイオードと、２つの上記緑色発光ダイオードと、１つの上記青色
発光ダイオードとからなる所定の配列が、隣接する上記三原色光分離手段に挟まれた領域
に、１つおきに、２列以上配置されること
　を特徴とする請求項４６記載の液晶表示装置。
【請求項４９】
　透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側から照明する照明装置とからなる
液晶表示装置であって、
　上記照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する赤
色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light　Emitting Diode）と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオード
と、
　光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオード
と、
　入射した赤色光、緑色光、及び青色光の一部を反射して一部を透過する三原色光分離手
段とを備え、
　上記三原色光分離手段は、ｗのピッチで一列に配置されており、
　上記赤色発光ダイオードと、上記緑色発光ダイオードと、上記青色発光ダイオードとは
、それぞれ、上記三原色光分離手段に挟まれた領域及び／又は一列に配置された上記三原
色分離手段の両端の領域に、１つおきに、上記三原色光分離手段と対向して所定の順序で
一列に並んで配置されており、
　上記三原色光分離手段は、隣接した領域に配置されている赤色発光ダイオード、緑色発
光ダイオード、及び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し
、
　互いに隣接しており、間に上記赤色発光ダイオード、上記緑色発光ダイオード及び上記
青色発光ダイオードが配置されていない２つの三原色光分離手段は、当該２つの三原色光
分離手段によって挟まれた領域に、当該２つの三原色光分離手段によって反射された赤色
光の見かけ上の出射元となる上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの三原色光分離
手段によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる上記緑色発光ダイオードの虚像
と、当該２つの三原色光分離手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる上
記青色発光ダイオードの虚像とを形成すること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項５０】
　上記赤色発光ダイオードと上記青色発光ダイオードの数は同一とされており、
　上記緑色発光ダイオードの数は、上記赤色発光ダイオードと上記青色発光ダイオードの
数の２倍とされていること
　を特徴とする請求項４９記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、照明装置及びカラー液晶表示装置に関し、詳しくは、発光ダイオードを使用
した照明装置、及び発光ダイオードを使用した照明装置によって液晶パネルを照明して、
液晶パネルに表示されている画像を映し出す液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン、パソコン、及び携帯型電子機器などに備えられるディスプレイとして、
薄型で軽量な液晶ディスプレイが普及している。液晶ディスプレイは、画像を表示する液
晶パネルと、液晶パネルを背面から照明して、液晶パネルに表示されている画像を鮮明に
映し出すバックライト装置を備えている。
【０００３】
　バックライト装置の光源には、冷陰極蛍光ランプ（Cold Cathode Fluorescent Lamp）
が多く使用されている。しかし、冷陰極蛍光ランプは、水銀が使用されているために、例
えばバックライト装置が破壊したときに水銀が流出してしまうなど、環境に悪影響を与え
てしまう虞がある。そこで、発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）を使用し
たバックライト装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、発光ダイオードは寿命が約５００００時間と長い。したがって、発光ダイオード
を使用することによって、環境に与える悪影響を低減することが可能であり、且つ長寿命
なバックライト装置を実現することが可能となる。
【０００５】
【特許文献１】特開平７－１９１３１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、ＬＥＤはサイズが小さく、例えば底面が直径約９．６ｍｍの円形とされ、且
つ高さが約６．０９ｍｍとされているために、出射される光によって照射される範囲が狭
い。ＬＥＤから出射される光によって照射される範囲が狭いために、例えばテレビジョン
などに使用される大型の液晶ディスプレイに備えられるバックライト装置の光源としてＬ
ＥＤを使用するときには、ＬＥＤを列状や平面状に複数並べて、多数使用する必要が生じ
る。
【０００７】
　しかしながら、多数のＬＥＤを使用してバックライト装置を製造すると、バックライト
装置の製造にかかるコストが増加してしまう。したがって、ＬＥＤが使用されているバッ
クライト装置が設けられた大型の液晶ディスプレイは、高価なものとなってしまう。
【０００８】
　また、ＬＥＤから出射される光の輝度は、ＬＥＤ毎にばらつきがある。したがって、バ
ックライト装置に使用するＬＥＤの数を増やすほど、液晶パネルなどを照明する光の輝度
や色にムラが生じる。液晶パネルなどを照明する光の輝度や色にムラが生じると、液晶デ
ィスプレイに映し出される画像の色の質が低下してしまう。
【０００９】
　本発明は、以上説明した従来の実情を鑑みて提案されたものであり、光源として発光ダ
イオードを使用しており、発光ダイオードから出射された光を効率良く利用することや、
出射される光に生じる輝度や色のムラが小さい可能な照明装置、並びに、かかる照明装置
によってカラー液晶パネルを照明することで、液晶パネルに表示されている画像の色を、
再現性良く映し出すことが可能なカラー液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有する発光ダイオード（
ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、上記発光ダイオードから出射された光の一部を反射
して一部を透過する光分離手段とを備え、上記発光ダイオードは、上記光分離手段から所
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定の距離離れた位置に配置されており、上記光分離手段は、上記発光ダイオードから出射
された光の一部を透過して一部を反射することにより、当該光分離手段を中心として上記
発光ダイオードと対向する位置に、当該光分離手段によって反射された光の見かけ上の出
射元となる上記発光ダイオードの虚像を生成することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係る照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有する複数の発光
ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、上記発光ダイオードから出射された光
の一部を反射して一部を透過する複数の光分離手段とを備え、上記光分離手段は、所定の
ピッチで列状に配置されており、上記発光ダイオードは、上記光分離手段に挟まれた領域
に、１つおきに配置されており、上記光分離手段は、上記発光ダイオードから出射された
光の一部を透過して一部を反射することにより、上記光分離手段に挟まれており且つ上記
発光ダイオードが配置されていない領域に、当該光分離手段によって反射された光の見か
け上の出射元となる上記発光ダイオードの虚像を生成することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係る照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色
光を出射する複数の赤色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、光軸から
傾いた方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、光軸か
ら傾いた方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオードと、入射
した赤色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光及び青色光を透過する赤色光
分離手段と、入射した緑色光の一部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光
を透過する緑色光分離手段と、入射した青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した
赤色光及び緑色光を透過する青色光分離手段とを備え、上記赤色光分離手段と、上記緑色
光分離手段と、上記青色光分離手段とは、互い違いに、ｗ（但し、ｗ＞０。）のピッチで
配置されており、上記赤色発光ダイオードは、隣接して配置されている上記緑色光分離手
段と上記青色光分離手段との中心に、１つおきに配置されており、上記緑色発光ダイオー
ドは、隣接して配置されている上記青色光分離手段と上記赤色光分離手段との中心に、１
つおきに配置されており、上記青色発光ダイオードは、隣接して配置されている上記赤色
光分離手段と上記緑色光分離手段との中心に、１つおきに配置されており、上記赤色光分
離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている赤色発光ダイオードから出射された光の
一部を透過して一部を反射し、上記緑色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されて
いる緑色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、上記青色光分
離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている青色発光ダイオードから出射された光の
一部を透過して一部を反射し、互いに３ｗ離れて位置しており、中心に赤色発光ダイオー
ドが配置されていない２つの赤色光分離手段は、当該２つの赤色光分離手段によって挟ま
れた位置に配置されている上記緑色光分離手段と上記青色光分離手段との間に、当該２つ
の赤色光分離手段によって反射された赤色光の見かけ上の出射元である、上記赤色発光ダ
イオードの虚像を形成し、互いに３ｗ離れて位置しており、中心に緑色発光ダイオードが
配置されていない２つの緑色光分離手段は、当該２つの緑色光分離手段によって挟まれた
位置に配置されている上記青色光分離手段と上記赤色光分離手段との間に、当該２つの緑
色光分離手段によって反射された緑色光の見かけ上の出射元である、上記緑色発光ダイオ
ードの虚像を形成し、互いに３ｗ離れて位置しており、中心に青色発光ダイオードが配置
されていない２つの青色光分離手段は、当該２つの青色光分離手段によって挟まれた位置
に配置されている上記赤色光分離手段と上記緑色光分離手段との間に、当該２つの青色光
分離手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元である、上記青色発光ダイオード
の虚像を形成することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色
光を出射する赤色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、光軸から傾いた
方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオードと、光軸から傾い
た方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、入射した赤
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色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光及び青色光を透過する赤色光分離手
段と、入射した緑色光の一部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過
する緑色光分離手段と、入射した青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した赤色光
及び緑色光を透過する青色光分離手段とを備え、上記赤色光分離手段は、３ｗのピッチと
５ｗのピッチとが交互に繰り返されるように配置され、上記青色光分離手段は、上記赤色
光透過手段から所定の方向に４ｗずれた位置に配置され、上記緑色光分離手段は、３ｗの
ピッチで隣接して配置されている２つの上記赤色光透過手段に挟まれた領域内の上記２つ
の赤色光透過手段からｗ離れた位置にそれぞれ１つずつ配置されるとともに、３ｗのピッ
チで隣接して配置されている２つの上記青色光透過手段に挟まれた領域内の上記２つの青
色光透過手段からｗ離れた位置にそれぞれ１つずつ配置され、上記赤色発光ダイオードは
、３ｗのピッチで配置されている２つの上記赤色光分離手段に挟まれた領域に配置されて
いる２つの上記緑色光分離手段の中心に配置され、上記青色発光ダイオードは、３ｗのピ
ッチで配置されている２つの上記青色光分離手段に挟まれた領域に配置されている２つの
上記緑色光分離手段の中心に配置され、上記緑色発光ダイオードは、上記赤色光分離手段
と上記青色光分離手段との中心に配置され、上記赤色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置
に配置されている赤色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、
上記緑色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから出
射された光の一部を透過して一部を反射し、上記青色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置
に配置されている青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、
上記赤色光分離手段と、当該赤色光分離手段から３ｗ離れた位置に配置されている上記緑
色光分離手段とは、当該赤色光分離手段と当該緑色光分離手段とによって挟まれた領域に
配置されている上記緑色光分離手段と上記青色光分離手段との間に、当該緑色光分離手段
によって反射された緑色光、及び当該赤色光分離手段によって反射された赤色光の見かけ
上の出射元となる赤色緑色発光ダイオードの虚像を形成し、上記青色光分離手段と、当該
青色光分離手段から３ｗ離れた位置に配置されている上記緑色光分離手段とは、当該青色
光分離手段と当該緑色光分離手段とによって挟まれた領域に配置されている上記緑色光分
離手段と上記赤色光分離手段との間に、当該緑色光分離手段によって反射された緑色光、
及び当該青色光分離手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる青色緑色発
光ダイオードの虚像を形成することを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出
射する複数の赤色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、光軸から傾いた
方向に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、光軸から傾い
た方向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオードと、入射した緑
色光の一部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する緑色光分離手
段と、入射した赤色光及び青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光を透過
する赤色光青色光分離手段とを備え、上記緑色光分離手段は、４ｗのピッチで配置されて
おり、上記赤色光青色光分離手段は、上記緑色光分離手段から所定の方向にｗずれた位置
に配置されており、上記緑色発光ダイオードは、隣接する２つの緑色光分離手段の中心に
、１つおきに２つずつ配置されており、上記赤色発光ダイオードは、隣接する２つの赤色
光青色光分離手段の中心に、１つおきに１つずつ配置されており、上記青色発光ダイオー
ドは、隣接する２つの赤色光青色光分離手段の中心に、１つおきに１つずつ配置されてお
り、上記緑色光分離手段は、２ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから出
射された光の一部を透過して一部を反射し、上記赤色光青色光分離手段は、２ｗ離れた位
置に配置されている赤色発光ダイオード及び青色発光ダイオードから出射された光の一部
を透過して一部を反射し、互いに４ｗ離れて配置されており、間に上記緑色発光ダイオー
ドが配置されていない緑色光分離手段は、当該２つの緑色光分離手段の間に、当該２つの
緑色光分離手段によって反射された緑色光の見かけ上の出射元である、上記緑色発光ダイ
オードの虚像を形成し、互いに４ｗ離れて配置されており、間に上記赤色発光ダイオード
及び上記青色発光ダイオードが配置されていない赤色光青色光分離手段は、当該２つの赤
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色光青色光分離手段の間に、当該２つの赤色光青色光分離手段によって反射された赤色光
の見かけ上の出射元である上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの赤色光青色光分
離手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元である上記青色発光ダイオードの虚
像とを形成することを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係る照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出
射する赤色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、光軸から傾いた方向に
高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、光軸から傾いた方向
に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオードと、入射した赤色光、
緑色光、及び青色光の一部を反射して一部を透過する三原色光分離手段とを備え、上記三
原色光分離手段は、４ｗのピッチで一列に配置されており、上記赤色発光ダイオードと、
上記緑色発光ダイオードと、上記青色発光ダイオードとは、それぞれ、上記三原色光分離
手段に挟まれた領域及び／又は一列に配置された上記三原色光分離手段の両端の領域に、
１つおきに配置され、上記三原色光分離手段は、隣接した領域に配置されている赤色発光
ダイオード、緑色発光ダイオード、及び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透
過して一部を反射し、互いに隣接しており、間に上記赤色発光ダイオード、上記緑色発光
ダイオード、及び上記青色発光ダイオードが配置されていない２つの三原色光分離手段は
、当該２つの三原色光分離手段によって挟まれた領域に、当該２つの三原色光分離手段に
よって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる上記赤色発光ダイオードの虚像と、当
該２つの三原色光分離手段によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる上記緑色
発光ダイオードの虚像と、当該２つの三原色光分離手段によって反射された青色光の見か
け上の出射元となる上記青色発光ダイオードの虚像とを形成することを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る照明装置は、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出
射する赤色発光ダイオード（ＬＥＤ；Light　Emitting Diode）と、光軸から傾いた方向
に高い指向性を有しており、緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、光軸から傾いた方
向に高い指向性を有しており、青色光を出射する青色発光ダイオードと、入射した赤色光
、緑色光、及び青色光の一部を反射して一部を透過する三原色光分離手段とを備え、上記
三原色光分離手段は、ｗのピッチで一列に配置されており、上記赤色発光ダイオードと、
上記緑色発光ダイオードと、上記青色発光ダイオードとは、それぞれ、上記三原色光分離
手段に挟まれた領域及び／又は一列に配置された上記三原色分離手段の両端の領域に、１
つおきに、上記三原色光分離手段と対向して所定の順序で一列に並んで配置されており、
上記三原色光分離手段は、隣接した領域に配置されている赤色発光ダイオード、緑色発光
ダイオード、及び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、
互いに隣接しており、間に上記赤色発光ダイオード、上記緑色発光ダイオード及び上記青
色発光ダイオードが配置されていない２つの三原色光分離手段は、当該２つの三原色光分
離手段によって挟まれた領域に、当該２つの三原色光分離手段によって反射された赤色光
の見かけ上の出射元となる上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの三原色光分離手
段によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる上記緑色発光ダイオードの虚像と
、当該２つの三原色光分離手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる上記
青色発光ダイオードの虚像とを形成することを特徴とする。
【００１７】
　本発明に係る液晶表示装置は、透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側か
ら照明するバックライト装置とからなる液晶表示装置であって、上記バックライト装置は
、光軸から傾いた方向に高い指向性を有する発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting D
iode）と、上記発光ダイオードから出射された光の一部を反射して一部を透過する光分離
手段とを備え、上記発光ダイオードは、上記光分離手段から所定の距離離れた位置に配置
されており、上記光分離手段は、上記発光ダイオードから出射された光の一部を透過して
一部を反射することにより、当該光分離手段を中心として上記発光ダイオードと対向する
位置に、当該光分離手段によって反射された光の見かけ上の出射元となる上記発光ダイオ
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ードの虚像を生成することを特徴とする。
【００１８】
　本発明に係る液晶表示装置は、透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側か
ら照明するバックライト装置とからなる液晶表示装置であって、上記バックライト装置は
、光軸から傾いた方向に高い指向性を有する複数の発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emit
ting Diode）と、上記発光ダイオードから出射された光の一部を反射して一部を透過する
複数の光分離手段とを備え、上記光分離手段は、所定のピッチで列状に配置されており、
上記発光ダイオードは、上記光分離手段に挟まれた領域に、１つおきに配置されており、
上記光分離手段は、上記発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射す
ることにより、上記光分離手段に挟まれており且つ上記発光ダイオードが配置されていな
い領域に、当該光分離手段によって反射された光の見かけ上の出射元となる上記発光ダイ
オードの虚像を生成することを特徴とする。
【００１９】
　本発明に係る液晶表示装置は、透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側か
ら照明するバックライト装置とからなる液晶表示装置であって、上記バックライト装置は
、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する複数の赤色発光ダイ
オード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、光軸から傾いた方向に高い指向性を有して
おり、緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、光軸から傾いた方向に高い指向性を有し
ており、青色光を出射する青色発光ダイオードと、入射した赤色光の一部を透過して一部
を反射し、入射した緑色光及び青色光を透過する赤色光分離手段と、入射した緑色光の一
部を透過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する緑色光分離手段と、入
射した青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した赤色光及び緑色光を透過する青色
光分離手段とを備え、上記赤色光分離手段と、上記緑色光分離手段と、上記青色光分離手
段とは、互い違いに、ｗ（但し、ｗ＞０。）のピッチで配置されており、上記赤色発光ダ
イオードは、隣接して配置されている上記緑色光分離手段と上記青色光分離手段との中心
に、１つおきに配置されており、上記緑色発光ダイオードは、隣接して配置されている上
記青色光分離手段と上記赤色光分離手段との中心に、１つおきに配置されており、上記青
色発光ダイオードは、隣接して配置されている上記赤色光分離手段と上記緑色光分離手段
との中心に、１つおきに配置されており、上記赤色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に
配置されている赤色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、上
記緑色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから出射
された光の一部を透過して一部を反射し、上記青色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に
配置されている青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、互
いに３ｗ離れて位置しており、中心に赤色発光ダイオードが配置されていない２つの赤色
光分離手段は、当該２つの赤色光分離手段によって挟まれた位置に配置されている上記緑
色光分離手段と上記青色光分離手段との間に、当該２つの赤色光分離手段によって反射さ
れた赤色光の見かけ上の出射元である、上記赤色発光ダイオードの虚像を形成し、互いに
３ｗ離れて位置しており、中心に緑色発光ダイオードが配置されていない２つの緑色光分
離手段は、当該２つの緑色光分離手段によって挟まれた位置に配置されている上記青色光
分離手段と上記赤色光分離手段との間に、当該２つの緑色光分離手段によって反射された
緑色光の見かけ上の出射元である、上記緑色発光ダイオードの虚像を形成し、互いに３ｗ
離れて位置しており、中心に青色発光ダイオードが配置されていない２つの青色光分離手
段は、当該２つの青色光分離手段によって挟まれた位置に配置されている上記赤色光分離
手段と上記緑色光分離手段との間に、当該２つの青色光分離手段によって反射された青色
光の見かけ上の出射元である、上記青色発光ダイオードの虚像を形成することを特徴とす
る。
【００２０】
　本発明に係る液晶表示装置は、透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側か
ら照明するバックライト装置とからなる液晶表示装置であって、上記バックライト装置は
、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する赤色発光ダイオード
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（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、
青色光を出射する青色発光ダイオードと、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており
、緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、入射した赤色光の一部を透過して一部を反射
し、入射した緑色光及び青色光を透過する赤色光分離手段と、入射した緑色光の一部を透
過して一部を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する緑色光分離手段と、入射した
青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した赤色光及び緑色光を透過する青色光分離
手段とを備え、上記赤色光分離手段は、３ｗのピッチと５ｗのピッチとが交互に繰り返さ
れるように配置され、上記青色光分離手段は、上記赤色光透過手段から所定の方向に４ｗ
ずれた位置に配置され、上記緑色光分離手段は、３ｗのピッチで隣接して配置されている
２つの上記赤色光透過手段に挟まれた領域内の上記２つの赤色光透過手段からｗ離れた位
置にそれぞれ１つずつ配置されるとともに、３ｗのピッチで隣接して配置されている２つ
の上記青色光透過手段に挟まれた領域内の上記２つの青色光透過手段からｗ離れた位置に
それぞれ１つずつ配置され、上記赤色発光ダイオードは、３ｗのピッチで配置されている
２つの上記赤色光分離手段に挟まれた領域に配置されている２つの上記緑色光分離手段の
中心に配置され、上記青色発光ダイオードは、３ｗのピッチで配置されている２つの上記
青色光分離手段に挟まれた領域に配置されている２つの上記緑色光分離手段の中心に配置
され、上記緑色発光ダイオードは、上記赤色光分離手段と上記青色光分離手段との中心に
配置され、上記赤色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている赤色発光ダイオ
ードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、上記緑色光分離手段は、１．５ｗ
離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部
を反射し、上記青色光分離手段は、１．５ｗ離れた位置に配置されている青色発光ダイオ
ードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、上記赤色光分離手段と、当該赤色
光分離手段から３ｗ離れた位置に配置されている上記緑色光分離手段とは、当該赤色光分
離手段と当該緑色光分離手段とによって挟まれた領域に配置されている上記緑色光分離手
段と上記青色光分離手段との間に、当該緑色光分離手段によって反射された緑色光、及び
当該赤色光分離手段によって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる赤色緑色発光ダ
イオードの虚像を形成し、上記青色光分離手段と、当該青色光分離手段から３ｗ離れた位
置に配置されている上記緑色光分離手段とは、当該青色光分離手段と当該緑色光分離手段
とによって挟まれた領域に配置されている上記緑色光分離手段と上記赤色光分離手段との
間に、当該緑色光分離手段によって反射された緑色光、及び当該青色光分離手段によって
反射された青色光の見かけ上の出射元となる青色緑色発光ダイオードの虚像を形成するこ
とを特徴とする。
【００２１】
　本発明に係る液晶表示装置は、透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側か
ら照明するバックライト装置とからなる液晶表示装置であって、上記バックライト装置は
、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する複数の赤色発光ダイ
オード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、光軸から傾いた方向に高い指向性を有して
おり、緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、光軸から傾いた方向に高い指向性を有し
ており、青色光を出射する青色発光ダイオードと、入射した緑色光の一部を透過して一部
を反射し、入射した青色光及び赤色光を透過する緑色光分離手段と、入射した赤色光及び
青色光の一部を透過して一部を反射し、入射した緑色光を透過する赤色光青色光分離手段
とを備え、上記緑色光分離手段は、４ｗのピッチで配置されており、上記赤色光青色光分
離手段は、上記緑色光分離手段から所定の方向にｗずれた位置に配置されており、上記緑
色発光ダイオードは、隣接する２つの緑色光分離手段の中心に、１つおきに２つずつ配置
されており、上記赤色発光ダイオードは、隣接する２つの赤色光青色光分離手段の中心に
、１つおきに１つずつ配置されており、上記青色発光ダイオードは、隣接する２つの赤色
光青色光分離手段の中心に、１つおきに１つずつ配置されており、上記緑色光分離手段は
、２ｗ離れた位置に配置されている緑色発光ダイオードから出射された光の一部を透過し
て一部を反射し、上記赤色光青色光分離手段は、２ｗ離れた位置に配置されている赤色発
光ダイオード及び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、
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互いに４ｗ離れて配置されており、間に上記緑色発光ダイオードが配置されていない緑色
光分離手段は、当該２つの緑色光分離手段の間に、当該２つの緑色光分離手段によって反
射された緑色光の見かけ上の出射元である、上記緑色発光ダイオードの虚像を形成し、互
いに４ｗ離れて配置されており、間に上記赤色発光ダイオード及び上記青色発光ダイオー
ドが配置されていない赤色光青色光分離手段は、当該２つの赤色光青色光分離手段の間に
、当該２つの赤色光青色光分離手段によって反射された赤色光の見かけ上の出射元である
上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの赤色光青色光分離手段によって反射された
青色光の見かけ上の出射元である上記青色発光ダイオードの虚像とを形成することを特徴
とする。
【００２２】
　本発明に係る液晶表示装置は、透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側か
ら照明するバックライト装置とからなる液晶表示装置であって、上記バックライト装置は
、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する赤色発光ダイオード
（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）と、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、
緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており
、青色光を出射する青色発光ダイオードと、入射した赤色光、緑色光、及び青色光の一部
を反射して一部を透過する三原色光分離手段とを備え、上記三原色光分離手段は、４ｗの
ピッチで一列に配置されており、上記赤色発光ダイオードと、上記緑色発光ダイオードと
、上記青色発光ダイオードとは、それぞれ、上記三原色光分離手段に挟まれた領域及び／
又は一列に配置された上記三原色光分離手段の両端の領域に、１つおきに配置され、上記
三原色光分離手段は、隣接した領域に配置されている赤色発光ダイオード、緑色発光ダイ
オード、及び青色発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、互い
に隣接しており、間に上記赤色発光ダイオード、上記緑色発光ダイオード、及び上記青色
発光ダイオードが配置されていない２つの三原色光分離手段は、当該２つの三原色光分離
手段によって挟まれた領域に、当該２つの三原色光分離手段によって反射された赤色光の
見かけ上の出射元となる上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの三原色光分離手段
によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる上記緑色発光ダイオードの虚像と、
当該２つの三原色光分離手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる上記青
色発光ダイオードの虚像とを形成することを特徴とする。
【００２３】
　本発明に係る液晶表示装置は、透過型の液晶パネルと、この液晶パネルを一方主面側か
ら照明するバックライト装置とからなる液晶表示装置であって、上記バックライト装置は
、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており、赤色光を出射する赤色発光ダイオード
（ＬＥＤ；Light　Emitting Diode）と、光軸から傾いた方向に高い指向性を有しており
、緑色光を出射する緑色発光ダイオードと、光軸から傾いた方向に高い指向性を有してお
り、青色光を出射する青色発光ダイオードと、入射した赤色光、緑色光、及び青色光の一
部を反射して一部を透過する三原色光分離手段とを備え、上記三原色光分離手段は、ｗの
ピッチで一列に配置されており、上記赤色発光ダイオードと、上記緑色発光ダイオードと
、上記青色発光ダイオードとは、それぞれ、上記三原色光分離手段に挟まれた領域及び／
又は一列に配置された上記三原色分離手段の両端の領域に、１つおきに、上記三原色光分
離手段と対向して所定の順序で一列に並んで配置されており、上記三原色光分離手段は、
隣接した領域に配置されている赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード、及び青色発光
ダイオードから出射された光の一部を透過して一部を反射し、互いに隣接しており、間に
上記赤色発光ダイオード、上記緑色発光ダイオード及び上記青色発光ダイオードが配置さ
れていない２つの三原色光分離手段は、当該２つの三原色光分離手段によって挟まれた領
域に、当該２つの三原色光分離手段によって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる
上記赤色発光ダイオードの虚像と、当該２つの三原色光分離手段によって反射された緑色
光の見かけ上の出射元となる上記緑色発光ダイオードの虚像と、当該２つの三原色光分離
手段によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる上記青色発光ダイオードの虚像
とを形成することを特徴とする。
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【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、光分離手段が、発光ダイオードから出射された光の一部を透過して一
部を反射することにより、当該光分離手段を中心として発光ダイオードと対向する位置に
、当該光分離手段によって反射された光の見かけ上の出射元となる、上記発光ダイオード
の虚像を生成する。
【００２５】
　光分離手段を中心として発光ダイオードと対向する位置に発光ダイオードの虚像が形成
されるために、本発明に係る照明装置では、使用されている発光ダイオードの数を見かけ
上増やすことが可能となる。見かけ上の発光ダイオードの数が増えるために、本発明に係
る照明装置は、少ない数の発光ダイオードを使用して輝度分布が均一な光を出射し、被照
明物を照明することが可能となる。また、本発明に係る液晶表示装置は、少ない数の発光
ダイオードを使用して輝度分布が均一な光を出射する照明装置によって、液晶パネルが照
明される。
【００２６】
　したがって、本発明に係る照明装置及び液晶表示装置は、光分離手段を備えない場合と
比較して、使用する発光ダイオードの数を減らすことが可能となる。使用する発光ダイオ
ードの数を減らすことができるために、本発明に係る照明装置及びカラー液晶表示装置は
、製造の際にかかるコストを低減することが可能となる。また、使用するときに消費する
電力を低減することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら詳細に説明す
る。
【００２８】
　本発明は、例えば図１に示すような構成のバックライト方式のカラー液晶表示装置１に
適用される。
【００２９】
　カラー液晶表示装置１は、透過型の液晶パネル１０と、液晶パネル１０の一方の主面側
（以下、背面側という。）に設けられたバックライト装置２０とからなる。ユーザは、液
晶パネル１０に映し出された映像を、他方の主面側（以下、表面側という。）から観る。
【００３０】
　液晶パネル１０は、ガラスなどの２枚の透明な基板であるＴＦＴ基板１１と対向電極基
板１２とを、互いに対向配置させ、その間隙にツイステッドネマティック液晶が封入され
た液晶層１３を設けた構成とされている。
【００３１】
　ＴＦＴ基板１１には、マトリクス状に配置された信号線１４と走査線１５が形成されて
いる。また、ＴＦＴ基板１１には、信号線１４と走査線１５との交点に配置されたスイッ
チング素子としての薄膜トランジスタ１６と、画素電極１７とが形成されている。薄膜ト
ランジスタ１６は、走査線１５により順次選択されると共に、信号線１４から供給される
映像信号を、対応する画素電極１７に書き込む。
【００３２】
　一方、対向電極基板１２の内表面には、対向電極１８及びカラーフィルタ１９が形成さ
れている。なお、液晶パネル１０は、ＴＦＴ基板１１が配置されている側が背面側とされ
、対向電極基板１２が配置されている側が表面側とされる。
【００３３】
　このカラー液晶表示装置１では、以上説明した構成の液晶パネル１０を２枚の偏光板２
５，２６で挟み、バックライト装置２０によって背面側から白色光が照明された状態でア
クティブマトリクス駆動することによって、所望のフルカラー映像表示が得られる。なお
、バックライト装置２０については、詳細を後述する。
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【００３４】
　このカラー液晶表示装置１は、例えば図２に示す電気的なブロック構成を示す駆動回路
３０により駆動される。
【００３５】
　駆動回路３０は、液晶パネル１０やバックライト装置２０の駆動電源を供給する電源部
３１と、液晶パネル１０を駆動するＸドライバ回路３２及びＹドライバ回路３３と、外部
からの映像信号が入力端子３４を介して供給されるＲＧＢプロセス処理部３５と、このＲ
ＧＢプロセス処理部３５に接続された映像メモリ３６及び制御部３７と、バックライト装
置２０を駆動制御するバックライト駆動制御部３８などを備えてなる。
【００３６】
　この駆動回路３０において、入力端子３４を介して入力された映像信号は、ＲＧＢプロ
セス処理部３５によりクロマ処理等の信号処理がなされ、さらに、コンポジット信号から
液晶パネル１０の駆動に適したＲＧＢセパレート信号に変換されて、制御部３７に供給さ
れるとともに、映像メモリ３６を介してＸドライバ回路３２に供給される。また、制御部
３７は、ＲＧＢセパレート信号に応じた所定のタイミングでＸドライバ回路３２及びＹド
ライバ回路３３を制御して、映像メモリ３６を介してＸドライバ回路３２に供給されるＲ
ＧＢセパレート信号で液晶パネル１０を駆動することにより、ＲＧＢセパレート信号に応
じた映像を表示する。
【００３７】
　第１の実施の形態
　つぎに、バックライト装置２０について説明する。
【００３８】
　図３に示すように、本発明を適用したバックライト装置２０は、略長方体形状である筐
体４０と、筐体４０の底面４０ａに設けられた光源部５０－１～５０－ｍ（但し、ｍは自
然数。以下、区別する必要がない場合には光源部５０と総称する。）とを備える。バック
ライト装置２０は、所謂直下型であり、筐体４０の底面に備えられた光源部５０から出射
された光が、筐体４０の上面全体から出射されることによって、液晶パネル１０を照明す
る。
【００３９】
　筐体４０は、本実施の形態では、底面４０ａと４つの側面とが反射板４１によって形成
されており、上面が拡散板４２によって形成されている。
【００４０】
　反射板４１は、光源部５０から出射された光が入射した場合に、入射した光を反射して
拡散板４２が設けられている方向に進行させる。
【００４１】
　拡散板４２は、光源部５０から出射された光や反射板４１によって反射された光が入射
され、入射された光を拡散して、主面全体から出射（以下、面発光ともいう。）させる。
拡散板４２の主面全体から出射された光によって、液晶パネル１０が照明される。
【００４２】
　光源部５０は、拡散板４２から出射される白色光の元となる赤色光と緑色光と青色光を
出射する。光源部５０は、長方形の基板５１を備えている。基板５１は、図３に示すよう
に、長手方向が筐体４０の長手方向と一致するように、筐体４０の底面４０ａに設けられ
ている。
【００４３】
　基板５１上には、図４（Ａ），（Ｂ）に示すように、赤色光分離板５２Ｒと、緑色光分
離板５２Ｇと、青色光分離板５２Ｂと、赤色発光ダイオード（Light Emitting Diode；以
下、ＬＥＤという。）５３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青色ＬＥＤ５３Ｂとが、配置され
ている。
【００４４】
　なお、以下の説明では、赤色光分離板５２Ｒと、緑色光分離板５２Ｇと、青色光分離板
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５２Ｂとは、区別する必要がない場合には光分離板５２と総称する。また、赤色ＬＥＤ５
３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青色ＬＥＤ５３Ｂとは、区別する必要がない場合にはＬＥ
Ｄ５３と総称する。
【００４５】
　赤色ＬＥＤ５３Ｒ，緑色ＬＥＤ５３Ｇ，青色ＬＥＤ５３Ｂは、それぞれ、赤色光，緑色
光，青色光を発光する。バックライト装置２０は、赤色ＬＥＤ５３Ｒから出射された赤色
光と、緑色ＬＥＤ５３Ｇから出射された緑色光と、青色ＬＥＤ５３Ｂから出射された青色
光とが混色されて生じた白色光を拡散板４２全面から出射して、液晶パネル１０を照明す
る。
【００４６】
　ＬＥＤ５３としては、サイドエミット型のものを使用する。図５に示すように、サイド
エミット型のＬＥＤ５３は、光軸Ｌから傾いた方向、すなわち、ＬＥＤ５３の底面に対し
て垂直な方向から傾いた方向に指向性を有している。言いかえると、サイドエミット型の
ＬＥＤ５３は、光軸Ｌ方向を０°とし、底面５４に沿った方向を９０°として、出射され
た光の輝度分布を角度毎に測定した場合に、輝度が最も高くなるのが０°ではなく、９０
°の方向に傾いている所定の角度とされている。
【００４７】
　サイドエミット型のＬＥＤ５３の具体例としては、ＬＵＭＩＬＥＤＳ社製標準サイドエ
ミッター（Luxeon Emitter Side Emitting；商品名）が挙げられる。標準サイドエミッタ
ーは、図５に示すように、光軸Ｌ方向を０°とし、底面５４に沿った方向を９０°として
、出射された光の輝度分布を角度毎に測定した場合に、輝度が最も高くなるのが８０°と
されている。すなわち、光軸Ｌから８０°傾いた方向に指向性を有している。
【００４８】
　ＬＥＤ５３としてサイドエミット型のものを使用することにより、各ＬＥＤ５３から出
射された光の大部分が、光分離板５２に入射する。各ＬＥＤ５３から出射された光は、そ
れぞれ光分離板５２によって一部が反射されて一部が透過されることにより、光路が分割
される。
【００４９】
　また、本発明では、ＬＥＤ５３として、出射される光の輝度が通常より高いものが使用
されることが好ましい。出射される光の輝度が通常より高いものを使用することにより、
光分離板５２によって分割された光の輝度が十分なものとなり、拡散板４２によって面発
光される光の輝度も十分なものとなる。
【００５０】
　標準型サイドエミッターは、出射される光の輝度が一般的なＬＥＤと比較して約１０～
２０倍とされている。具体的には、赤色ＬＥＤから出力される赤色光の強度が４０ルーメ
ンとされており、緑色１３から出射される緑色光の強度が２７ルーメンとされており、青
色ＬＥＤから出射される青色光の強度が９ルーメンとされている。したがって、ＬＥＤ５
３として標準型サイドエミッターを使用した場合には、光分離板５２によって分割された
光の輝度が高いものとなる。
【００５１】
　図４に戻り、赤色光分離板５２Ｒは、入射された赤色光の５０％を透過して５０％を反
射し、且つ入射された緑色光及び青色光を１００％透過する。赤色光分離板５２Ｒは、入
射した赤色光の５０％を反射することにより、反射した赤色光の見かけ上の出射元となる
赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’を形成する。
【００５２】
　具体的に説明すると、赤色光分離板５２Ｒは、当該赤色光分離板５２Ｒを中心として、
当該赤色光分離板５２Ｒに入射した赤色光を出射した赤色ＬＥＤ５３Ｒと対向する位置に
、赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’を形成する。言いかえると、当該赤色光分離板５２Ｒ
の光入射面を対称面として、当該赤色光分離板５２Ｒに入射した赤色光を出射した赤色Ｌ
ＥＤ５３Ｒと面対称になる位置に、赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’を形成する。
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【００５３】
　また、緑色光分離板５２Ｇは、入射された緑色光の５０％を透過して５０％を反射し、
且つ入射された青色光及び赤色光を１００％透過する。緑色光分離板５２Ｇは、入射した
緑色光の５０％を反射することにより、反射した緑色光の見かけ上の出射元となる緑色Ｌ
ＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｇ’を形成する。
【００５４】
　具体的に説明すると、緑色光分離板５２Ｂは、当該緑色光分離板５２Ｂを中心として、
当該緑色光分離板５２Ｂに入射した緑色光を出射した緑色ＬＥＤ５３Ｇと対向する位置に
、緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’を形成する。
【００５５】
　また、青色光分離板５２Ｂは、入射された青色光の５０％を透過して５０％を反射し、
且つ入射された赤色光及び緑色光を１００％透過する。青色光分離板５２Ｂは、入射した
青色光の５０％を反射することにより、反射した青色光の見かけ上の出射元となる青色Ｌ
ＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’を形成する。
【００５６】
　具体的に説明すると、青色光分離板５２Ｂは、当該青色光分離板５２Ｂを中心として、
当該青色光分離板５２Ｂに入射した青色光を出射した青色ＬＥＤ５３Ｂと対向する位置に
、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’を形成する。
【００５７】
　なお、以下の説明では、赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’、緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５
３Ｇ’、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’は、区別する必要がない場合には虚像５３’と
いう。
【００５８】
　光分離板５２は、屈折率が１．５以上である高屈折率材料や屈折率が１．５未満である
低屈折率材料などを積層することによって形成された光学多層膜や、金属材料によって構
成された光学単層膜などによって構成されている。
【００５９】
　本実施の形態では、光分離板５２は、Ｎｂ２Ｏ５とＳｉＯ２とが積層された光学多層膜
が一対のガラス基板によって狭持された構成とされている。本実施の形態の光分離板５２
は、例えば、一方のガラス基板上に、真空蒸着やスパッタリングによってＮｂ２Ｏ５層と
ＳｉＯ２層とが交互に積層されている光学多層膜を形成し、光学多層膜上に、他方のガラ
ス基板を、空気が入らないように積層することによって作成される。
【００６０】
　また、光分離板５２は、一方の主面と他方の主面とで、入射した光の透過率や反射率な
どの光学特性が同一とされていることが好ましい。一方の主面と他方の主面とで光学特性
が同一とされることにより、光分離板５２に入射した光が吸収されることによって生じる
透過率と反射率との差を、低減することができる。
【００６１】
　また、本実施の形態では、ＬＥＤ５３として標準型サイドエミッターを使用するので、
光分離板５２は、入射角１０°の光に対する光学特性が所望の特性とされるように、作成
されている。
【００６２】
　具体例を示すと、赤色光分離板５２Ｒは、例えば、図６（Ａ）に示すように、第１のガ
ラス基板７０上に、厚さが２１９ｎｍである第１のＮｂ２Ｏ５層７１と、厚さが１６９ｎ
ｍである第１のＳｉＯ２層７２と、厚さが１８９ｎｍである第２のＮｂ２Ｏ５層７３と、
厚さが１６９ｎｍである第２のＳｉＯ２層７４と、厚さが２１９ｎｍである第３のＮｂ２

Ｏ５層７５とをスパッタリングや真空蒸着などによって順次形成し、第３のＮｂ２Ｏ５層
７５上に第２のガラス基板７６を積層した構成とされる。
【００６３】
　かかる構成の赤色光分離板５２Ｒについて、波長毎に、入射した光の透過率を測定する
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と、図６（Ｂ）中Ｐ１に示すように、第１のガラス基板７０側から光を入射させる場合に
は、赤色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反射し、緑色光及び青色光をほぼ１
００％透過する。また、図示を省略するが、第２のガラス基板７６側から光を入射させる
場合にも、赤色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反射し、緑色光及び青色光を
ほぼ１００％透過する。
【００６４】
　また、緑色光分離板５２Ｇは、例えば、図７（Ａ）に示すように、第１のガラス基板８
０上に、厚さが９６ｎｍである第１のＳｉＯ２層８１と、厚さが３０８ｎｍである第１の
Ｎｂ２Ｏ５層８２と、厚さが９６ｎｍである第２のＳｉＯ２層８３と、厚さが３０８ｎｍ
である第２のＮｂ２Ｏ５層８４とをスパッタリングや真空蒸着などによって順次形成し、
第２のＮｂ２Ｏ５層８４上に第２のガラス基板８５を積層した構成とされる。
【００６５】
　かかる構成の緑色光分離板５２Ｇについて、波長毎に、入射した光の透過率を測定する
と、図７（Ｂ）中Ｐ２に示すように、第１のガラス基板８０側から光を入射させる場合に
、緑色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反射し、青色光及び赤色光をほぼ１０
０％透過する。また、図示を省略するが、第２のガラス基板８５側から光を入射させる場
合にも、緑色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反射し、青色光及び赤色光をほ
ぼ１００％透過する。
【００６６】
　また、青色光分離板５２Ｂは、例えば、図８（Ａ）に示すように、第１のガラス基板９
０上に、厚さが１６８ｎｍである第１のＮｂ２Ｏ５層９１と、厚さが３２ｎｍである第１
のＳｉＯ２層９２と、厚さが１６８ｎｍである第２のＮｂ２Ｏ５層９３と、厚さが３２ｎ
ｍである第２のＳｉＯ２層９４と、厚さが１６８ｎｍである第３のＮｂ２Ｏ５層９５とを
スパッタリングや真空蒸着などによって順次形成し、第３のＮｂ２Ｏ５層９５上に第２の
ガラス基板９６を積層した構成とされる。
【００６７】
　かかる構成の青色光分離板５２Ｂについて、波長毎に、入射した光の透過率を測定する
と、図８（Ｂ）中Ｐ３に示すように、第１のガラス基板９０側から光を入射させる場合に
は、青色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反射し、赤色光及び緑色光をほぼ１
００％透過する。また、図示を省略するが、第２のガラス基板９６側から光を入射させる
場合にも、青色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反射し、赤色光及び緑色光を
ほぼ１００％透過する。
【００６８】
　なお、図６（Ｂ），図７（Ｂ），図８（Ｂ）に示すグラフでは、横軸が波長を示してお
り、縦軸が光の透過率を示している。
【００６９】
　なお、光分離板５２は、例えば図９に示すように、ガラス基板１００の両主面１００ａ
，１００ｂ上に、それぞれ光学多層膜１０１ａ，１０１ｂが、スパッタリングや真空蒸着
などによって形成された構成とされていても良い。このような構成とした場合にも、一方
の主面と他方の主面とで、入射した光の透過率や反射率などの光学特性を同一とすること
ができる。
【００７０】
　また、図６（Ａ），図７（Ａ），図８（Ａ）、図９に示す光分離板５２は、それぞれ一
方の主面と他方の主面との中心面を対称面として面対称な構成とされているが、光分離板
５２は、一方の主面と他方の主面との中心面を対称として面対称な構成とされていない場
合にも、各層の膜厚を調整することによって、一方の主面と他方の主面とで入射した光の
透過率や反射率などの光学特性を同一とすることができる。
【００７１】
　具体例を示すと、赤色光分離板５２Ｒは、例えば、図１０（Ａ）に示すように、厚さ８
μｍのアクリル系ＵＶ硬化樹脂によってハードコートされた厚さ１８８μｍのポリエチエ
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ンテレフタラート基板２００上に、厚さが９９．５９ｎｍである第１のＮｂ２Ｏ５層２０
１と、厚さが９７．０６ｎｍであるＳｉＯ２層２０２と、厚さが９９．５７ｎｍである第
２のＮｂ２Ｏ５層２０３とをスパッタリングや真空蒸着などによって順次形成した構成と
される。
【００７２】
　かかる構成の赤色光分離板５２Ｒについて、波長毎に、入射した光の透過率を測定する
と、図１０（Ｂ）中Ｐ１１に示すように、ポリエチレンテレフタラート基板２００側から
光を入射させる場合には、赤色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反射し、緑色
光及び青色光をほぼ１００％透過する。また、図示を省略するが、第２のＮｂ２Ｏ５層２
０３側から光を入射させる場合にも、赤色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反
射し、緑色光及び青色光をほぼ１００％透過する。
【００７３】
　また、緑色光分離板５２Ｇは、例えば、図１１（Ａ）に示すように、厚さ８μｍのアク
リル系ＵＶ硬化樹脂によってハードコートされた厚さ１８８μｍのポリエチエンテレフタ
ラート基板２１０上に、厚さが１８９．１２ｎｍである第１のＮｂ２Ｏ５層２１１と、厚
さが３６．１４ｎｍであるＳｉＯ２層２１２と、厚さが１９５．４７ｎｍである第２のＮ
ｂ２Ｏ５層２１３とをスパッタリングや真空蒸着などによって順次形成した構成とされる
。
【００７４】
　かかる構成の緑色光分離板５２Ｇについて、波長毎に、入射した光の透過率を測定する
と、図１１（Ｂ）中Ｐ１２に示すように、ポリエチレンテレフタラート基板２１０側から
光を入射させる場合には、緑色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反射し、青色
光及び赤色光をほぼ１００％透過する。また、図示を省略するが、第２のＮｂ２Ｏ５層２
１３側から光を入射させる場合にも、緑色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反
射し、青色光及び赤色光をほぼ１００％透過する。
【００７５】
　また、青色光分離板５２Ｂは、例えば、図１２（Ａ）に示すように、厚さ８μｍのアク
リル系ＵＶ硬化樹脂によってハードコートされた厚さ１８８μｍのポリエチエンテレフタ
ラート基板２２０上に、厚さが１２４．３３ｎｍである第１のＮｂ２Ｏ５層２２１と、厚
さが１２３．６０ｎｍであるＳｉＯ２層２２２と、厚さが１２２．０１ｎｍである第２の
Ｎｂ２Ｏ５層２０３とをスパッタリングや真空蒸着などによって順次形成した構成とされ
る。
【００７６】
　かかる構成の青色光分離板５２Ｂについて、波長毎に、入射した光の透過率を測定する
と、図１２（Ｂ）中Ｐ１３に示すように、ポリエチレンテレフタラート基板２２０側から
光を入射させる場合には、青色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反射し、赤色
光及び緑色光をほぼ１００％透過する。また、図示を省略するが、第２のＮｂ２Ｏ５層２
２３側から光を入射させる場合にも、青色光の約５０％を透過するとともに約５０％を反
射し、赤色光及び緑色光をほぼ１００％透過する。
【００７７】
　つぎに、赤色光分離板５２Ｒ、緑色光分離板５２Ｇ、青色光分離板５２Ｂ、赤色ＬＥＤ
５３Ｒ、緑色ＬＥＤ５３Ｇ、青色ＬＥＤ５３Ｂの配置、並びに、赤色光分離板５２Ｒ、緑
色光分離板５２Ｇ、青色光分離板５２Ｂによって形成される赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３
’、緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’について説明す
る。
【００７８】
　図１３に示すように、赤色光分離板５２Ｒと、緑色光分離板５２Ｇと、青色光分離板５
２Ｂとは、基板５１の長手方向に沿って、ｗ（但し、ｗ＞０）のピッチで、主面が相対す
るように、互い違いに一列に並んで配置されている。すなわち、赤色光分離板５２Ｒ、緑
色光分離板５２Ｇ、青色光分離板５２Ｂは、互いにｗずつずれた位置関係で、それぞれ３
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ｗのピッチで配置されている。
【００７９】
　赤色ＬＥＤ５３Ｒは、３ｗ離れて配置されている２つの赤色光分離板５２Ｒの間に配置
された緑色光分離板５２Ｇと青色光分離板５２Ｂとの中心に、１つおきに、１つずつ配置
される。すなわち、赤色ＬＥＤ５３Ｒは、６ｗのピッチで、緑色光分離板５２Ｇと青色光
分離板５２Ｂとの中心に配置される。
【００８０】
　また、緑色ＬＥＤ５３Ｇは、３ｗ離れて配置されている２つの緑色光分離板５２Ｇの間
に配置された青色光分離板５２Ｂと赤色光分離板５２Ｒとの中心に、当該緑色ＬＥＤ５３
Ｇの光軸と赤色ＬＥＤ５３Ｒの光軸との間隔が２ｗとなるように、１つおきに、１つずつ
配置される。すなわち、緑色ＬＥＤ５３Ｇは、６ｗのピッチで、青色光分離板５２Ｂと緑
色光分離板５２Ｇとの中心に配置される。
【００８１】
　また、青色ＬＥＤ５３Ｂは、３ｗ離れて配置されている２つの青色光分離板５２Ｂの間
に配置された赤色光分離板５２Ｒと緑色光分離板５３Ｇとの中心に、当該青色ＬＥＤ５３
Ｂの光軸と赤色ＬＥＤ５３Ｒの光軸との距離が２ｗとなり、当該青色ＬＥＤ５３Ｂの光軸
と緑色ＬＥＤ５３Ｇの光軸との距離が２ｗとなるように、１つおきに、１つずつ配置され
る。すなわち、青色ＬＥＤ５３Ｂは、６ｗのピッチで、赤色光分離板５２Ｒと緑色光分離
板５２Ｇとの中心に配置される。
【００８２】
　各光分離板５２と各ＬＥＤ５３とが以上説明したように配置されることにより、３ｗ離
れて配置されており、且つ中心に赤色ＬＥＤ５３Ｒが配置されていない２つの赤色光分離
板（以下、総称するときには、一対の赤色光分離板という。）５２Ｒのうち、基板５１の
一方の端部（以下、第１の端部という。）Ｅ１側に配置されている赤色光分離板５２Ｒは
、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置に赤色ＬＥＤ５３Ｒが配置される。また、基
板５１の他方の端部（以下、第２の端部という。）Ｅ２側に配置されている赤色光分離板
５２Ｒは、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置に赤色ＬＥＤ５３Ｒが配置される。
【００８３】
　なお、以下の説明では、区別する必要がある場合には、一対の赤色光分離板５２Ｒのう
ち、一方の端部Ｅ１側に配置されている赤色光分離板５２Ｒを第１の赤色光分離板５２Ｒ
－１といい、他方の端部Ｅ２側に配置されている赤色光分離板５２Ｒを第２の赤色光分離
板５２Ｒ－２という。
【００８４】
　第１の赤色光分離板５２Ｒ－１は、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る赤色ＬＥＤ５３Ｒから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第１の赤
色光分離板５２Ｒ－１で反射された赤色光の光路を、赤色光の進行方向の反対方向に延長
すると、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置、すなわち、一対の赤色光分離板５２
Ｒの間に配置されている緑色光分離板５２Ｇと青色光分離板５２Ｂとに挟まれており、且
つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１と交差する。
【００８５】
　したがって、一対の赤色光分離板５２Ｒの間に配置されている緑色光分離板５２Ｇと青
色光分離板５２Ｂとに挟まれており、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１が、第
１の赤色光分離板５２Ｒ－１によって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる。
【００８６】
　第２の赤色光分離板５２Ｒ－２は、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る赤色ＬＥＤ５３Ｒから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第２の赤
色光分離板５２Ｒ－２で反射された赤色光の光路を、赤色光の進行方向の反対方向に延長
すると、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置、すなわち、一対の赤色光分離板５２
Ｒの間に配置されている緑色光分離板５２Ｇと青色光分離板５２Ｂとの中心であり、且つ
ＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１と交差する。
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【００８７】
　したがって、一対の赤色光分離板５２Ｒの間に配置されている緑色光分離板５２Ｇと青
色光分離板５２Ｂとの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１が、第２
の赤色光分離板５２Ｒ－２によって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる。
【００８８】
　以上の説明より、第１の赤色光分離板５２Ｒ－１によって反射された赤色光の見かけ上
の出射元と、第２の赤色光分離板５２Ｒ－２によって反射された赤色光の見かけ上の出射
元は、共に、一対の赤色光分離板５２Ｒの間に配置されている緑色光分離板５２Ｇと青色
光分離板５２Ｂとの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１となる。
【００８９】
　したがって、緑色光分離板５２Ｇと青色光分離板５２Ｂとの中心であり、且つＬＥＤ５
３が配置されていない位置Ｃ１には、この位置から１．５ｗ離れた位置にある２つの赤色
光分離板５２Ｒによって反射された赤色光の見かけ上の出射元である赤色ＬＥＤ５３Ｒの
虚像５３Ｒ’が生成される。
【００９０】
　また、３ｗ離れて配置されており且つ間に緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置されていない２つの
緑色光分離板（以下、総称するときには、一対の緑色光分離板という。）５２Ｇのうち、
基板５１の一方の端部Ｅ１側に配置されている緑色光分離板５２Ｇは、一方の端部Ｅ１方
向に１．５ｗ離れた位置に緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置される。また、第２の端部Ｅ２側に配
置されている緑色光分離板５２Ｇは、他方の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置に緑色Ｌ
ＥＤ５３Ｇが配置される。
【００９１】
　以下の説明では、区別する必要がある場合には、一対の緑色光分離板５２Ｇのうち、一
方の端部Ｅ１側に配置されている緑色光分離板５２Ｇを第１の緑色光分離板５２Ｇ－１と
いい、他方の端部Ｅ２側に配置されている緑色光分離板５２Ｇを第２の緑色光分離板５２
Ｇ－２という。
【００９２】
　第１の緑色光分離板５２Ｇ－１は、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る緑色ＬＥＤ５３Ｇから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第１の緑
色光分離板５２Ｒ－１で反射された緑色光の光路を、緑色光の進行方向の反対方向に延長
すると、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置、すなわち、一対の緑色光分離板５２
Ｇの間に配置されている青色光分離板５２Ｂと赤色光分離板５２Ｒとの中心であり、且つ
ＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２と交差する。
【００９３】
　したがって、一対の緑色光分離板５２Ｇの間に配置されている青色光分離板５２Ｂと赤
色光分離板５２Ｒとの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２が、第１
の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる。
【００９４】
　第２の緑色光分離板５２Ｇ－２は、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る緑色ＬＥＤ５３Ｇから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第２の緑
色光分離板５２Ｇで反射された緑色光の光路を、緑色光の進行方向の反対方向に延長する
と、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置、すなわち、一対の緑色光分離板５２Ｇの
間に配置されている青色光分離板５２Ｂと赤色光分離板５２Ｒとの中心であり、且つＬＥ
Ｄ５３が配置されていない位置Ｃ２と交差する。
【００９５】
　したがって、一対の緑色光分離板５２Ｇの間に配置されている青色光分離板５２Ｂと赤
色光分離板５２Ｒとの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２が、第２
の緑色光分離板５２Ｇ－２によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる。
【００９６】
　以上の説明より、第１の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の見かけ上
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の出射元と、第２の緑色光分離板５２Ｇ－２によって反射された緑色光の見かけ上の出射
元は、共に、一対の緑色光分離板５２Ｇの間に配置されている青色光分離板５２Ｂと赤色
光分離板５２Ｒとの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２となる。
【００９７】
　したがって、青色光分離板５２Ｂと赤色光分離板５２Ｒとの中心であり、且つＬＥＤ５
３が配置されていない位置Ｃ２には、この位置から１．５ｗ離れた位置にある２つの緑色
光分離板５２Ｇによって反射された緑色光の見かけ上の出射元である緑色ＬＥＤ５３Ｇの
虚像５３Ｇ’が生成される。
【００９８】
　また、３ｗ離れて配置されており且つ間に青色ＬＥＤ５３Ｂが配置されていない２つの
青色光分離板（以下、総称するときには、一対の青色光分離板という。）５２Ｂのうち、
第１の端部Ｅ１側に配置されている青色光分離板５２Ｂは、第１の端部Ｅ１方向に１．５
ｗ離れた位置に青色ＬＥＤ５３Ｂが配置される。また、第２の端部Ｅ２側に配置されてい
る青色光分離板５２Ｂは、他方の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置に青色ＬＥＤ５３Ｂ
が配置される。
【００９９】
　以下の説明では、区別する必要がある場合には、一対の青色光分離板５２Ｂのうち、一
方の端部Ｅ１側に配置されている青色光分離板５２Ｂを第１の青色光分離板５２Ｂ－１と
いい、他方の端部Ｅ２側に配置されている青色光分離板５２Ｂを第２の青色光分離板５２
Ｂ－２という。
【０１００】
　第１の青色光分離板５２Ｂ－１は、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る青色ＬＥＤ５３Ｂから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第２の青
色光分離板５２Ｂ－１で反射された青色光の光路を、青色光の進行方向の反対方向に延長
すると、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置、すなわち、一対の青色光分離板５２
Ｂの間に配置されている赤色光分離板５２Ｒと緑色光分離板５２Ｇとの中心であり、且つ
ＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ３と交差する。
【０１０１】
　したがって、一対の青色光分離板５２Ｂの間に配置されている赤色光分離板５２Ｒと緑
色光分離板５２Ｇとの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ３が、第１
の青色光分離板５２Ｂ－１によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる。
【０１０２】
　第２の青色光分離板５２Ｂ－２は、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る青色ＬＥＤ５３Ｂから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第２の青
色光分離板５２Ｂで反射された青色光の光路を、青色光の進行方向の反対方向に延長する
と、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置、すなわち、一対の青色光分離板５２Ｂの
間に配置されている赤色光分離板５２Ｒと緑色光分離板５２Ｇとの中心であり、且つＬＥ
Ｄ５３が配置されていない位置Ｃ３と交差する。
【０１０３】
　したがって、一対の青色光分離板５２Ｂの間に配置されている赤色光分離板５２Ｒと緑
色光分離板５２Ｇとの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ３が、第２
の青色光分離板５２Ｂ－２によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる。
【０１０４】
　以上の説明より、第１の青色光分離板５２Ｂ－１によって反射された青色光の見かけ上
の出射元と、第２の青色光分離板５２Ｂ－２によって反射された青色光の見かけ上の出射
元は、共に、一対の青色光分離板５２Ｂの間に配置されている赤色光分離板５２Ｒと緑色
光分離板５２Ｇとの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ３となる。
【０１０５】
　したがって、赤色光分離板５２Ｒと緑色光分離板５２Ｇとの中心であり、且つＬＥＤ５
３が配置されていない位置Ｃ３には、この位置から１．５ｗ離れた位置にある２つの青色
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光分離板５２Ｂによって反射された青色光の見かけ上の出射元である青色ＬＥＤ５３Ｂの
虚像５３Ｂ’が生成される。
【０１０６】
　以上説明した配置で、赤色ＬＥＤ５３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青色ＬＥＤ５３Ｂと
、赤色光分離板５２Ｒと、緑色光分離板５２Ｇと、青色光分離板５２Ｂとが配置されてい
るために、バックライト装置２０では、赤色ＬＥＤ５３Ｒと緑色ＬＥＤ５３Ｇとの間に青
色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’が生じ、緑色ＬＥＤ５３Ｇと青色ＬＥＤ５３Ｂとの間に赤
色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’が生じ、青色ＬＥＤ５３Ｂと赤色ＬＥＤ５３Ｒとの間に緑
色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’が生じる。
【０１０７】
　すなわち、光源部５０は、基板５１上に配置されている各ＬＥＤ５３の間にＬＥＤ５３
の虚像５３’が生じるために、配置されているＬＥＤ５３の数を見かけ上増やすことが可
能となる。見かけ上のＬＥＤ５３の数が増えるために、少ない数のＬＥＤ５３で広い範囲
を照射することが可能となる。
【０１０８】
　したがって、バックライト装置２０は、光分離板５２を備えないバックライト装置と比
較して、配置するＬＥＤ５３の数を減らすことが可能となる。例えば、ＬＵＭＩＬＥＤＳ
社製標準サイドエミッターは、１２ｍｍのピッチで配置することが推奨されているが、光
源部５０では、２４ｍｍのピッチで配置することが可能となり、配置するＬＥＤ５３の数
を約半分とすることが可能となる。
【０１０９】
　配置するＬＥＤ５３の数を減らすことができるため、バックライト装置２０は、製造の
際にかかるコストを低減することが可能となる。また、使用するときに消費する電力を低
減することが可能となる。
【０１１０】
　また、光源部５０では、各ＬＥＤ５３の間に、赤色ＬＥＤ５３Ｒと緑色ＬＥＤ５３Ｇと
青色ＬＥＤ５３Ｂとが互い違いに配置されているように、虚像５３’が生じる。したがっ
て、光源部５０を備えるバックライト装置２０は、各ＬＥＤ５３から出射される赤色光と
緑色光と青色光とを効率良く混色して、白色光を生成することが可能となる。
【０１１１】
　なお、赤色ＬＥＤ５３Ｒと緑色ＬＥＤ５３Ｇと青色ＬＥＤ５３Ｂとは、例えば図１４（
Ａ），（Ｂ）に示すように、赤色ＬＥＤ５３Ｒの光軸と緑色ＬＥＤ５３Ｇの光軸との距離
がｗとなり、緑色ＬＥＤ５３Ｇの光軸と青色ＬＥＤ５３Ｂの光軸との距離がｗとなり、青
色ＬＥＤ５３Ｂの光軸と赤色ＬＥＤ５３Ｒの光軸との距離が４ｗとなるように、各光分離
板５２の間に配置されても良い。
【０１１２】
　このような位置関係で配置された場合にも、各ＬＥＤ５３の間に、赤色ＬＥＤ５３Ｒと
緑色ＬＥＤ５３Ｇと青色ＬＥＤ５３Ｂとが互い違いに配置されているように、虚像５３’
が生じる。すなわち、各ＬＥＤ５３から出射される赤色光と緑色光と青色光とを効率良く
混色して、白色光を生成することが可能となる。
【０１１３】
　また、図１５に示すように、赤色光分離板５２Ｒと緑色光分離板５２Ｇとの間に配置さ
れる青色ＬＥＤ５３Ｂの数を１個とし、緑色光分離板５２Ｇと青色光分離板５２Ｂとの間
に配置される赤色ＬＥＤ５３Ｒの数を１個とし、青色光分離板５２Ｂと赤色光分離板５２
Ｒとの間に配置される緑色ＬＥＤ５３Ｇの数を２個としても良い。
【０１１４】
　基板５１上に配置される緑色ＬＥＤ５３Ｇの数を、赤色ＬＥＤ５３Ｒ及び青色ＬＥＤ５
３Ｂの数の２倍とすることにより、液晶パネル１０に照射される光に含まれる緑色光の割
合が高くなる。液晶パネル１０に照射される緑色光の割合を高くすることにより、液晶パ
ネル１０に表示される映像を、鮮明に映し出すことが可能となる。
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【０１１５】
　なお、光分離板５２は、入射した光の透過率と反射率とが５０％ずつとされていなくて
も良い。光分離板５２の透過率と反射率は、基板５１上に配置される各ＬＥＤ５３から出
射される光の輝度に基づいて設定されることが好ましい。
【０１１６】
　光分離板５２の透過率と反射率が、基板５１上に配置される各ＬＥＤ５３から出射され
る光の輝度に基づいて設定されることにより、光源部５０では、各ＬＥＤ５３から出射さ
れる光の輝度の差によって、拡散板４２に入射する光に生じる輝度や色のムラを低減させ
ることが可能となる。すなわち、拡散板４２の主面全体から出射される光は、輝度や色の
ムラが少ないものとなる。
【０１１７】
　例えば、図１６に示すように、青色ＬＥＤ５３Ｂと赤色ＬＥＤ５３Ｒとを介して隣接し
ている緑色ＬＥＤ５３Ｇａと緑色ＬＥＤ５３Ｇｂとのうち、青色ＬＥＤ５３Ｂに隣接して
いる緑色ＬＥＤ５３Ｇａから出射される緑色光の輝度が８０であり（但し、輝度は、各緑
色ＬＥＤ５３Ｇから出射される緑色光の輝度の平均値を１００とした場合の相対値で示し
ている。）、赤色ＬＥＤ５３Ｒに隣接している緑色ＬＥＤ５３Ｇｂから出射される緑色光
の輝度が１２０である場合には、以下に説明する通りとなる。
【０１１８】
　緑色ＬＥＤ５３Ｇａと青色ＬＥＤ５３Ｂとの間には青色光分離板５２Ｂと緑色光分離板
５２Ｇａが配置されており、赤色ＬＥＤ５３Ｒと緑色ＬＥＤ５３Ｇｂとの間には緑色光分
離板５２Ｇｂと赤色光分離板５２Ｒが配置されている。すなわち、緑色ＬＥＤ５３Ｇａと
緑色ＬＥＤ５３Ｇｂとの間には、２枚の緑色光分離板５２Ｇａ，５２Ｇｂが配置されてい
る。
【０１１９】
　緑色光分離板５２Ｇａ，５２Ｇｂが、両方とも入射した緑色光の５０％を反射して５０
％を透過する構成とされているときには、緑色ＬＥＤ５３Ｇａから出射された光の進行方
向では、通過する光の輝度と緑色光の割合とが低下する。また、緑色ＬＥＤ５３Ｇｂから
出射された光の進行方向では、通過する光の輝度と緑色光の割合とが高くなる。したがっ
て、拡散板４２に入射する光には輝度や色のムラが生じる。
【０１２０】
　一方、図１６に示すように、緑色光分離板５２Ｇｂの透過率を５５％として反射率を４
５％とすると、緑色ＬＥＤ５３Ｇｂから出射された緑色光は、緑色ＬＥＤ５３Ｇａが配置
されている方向に多く進行する。したがって、緑色ＬＥＤ５３Ｇａから出射された緑色光
の進行方向を通過する光と緑色ＬＥＤ５３Ｇｂから出射された緑色光の進行方向を通過す
る光とでは、輝度や緑色光の割合の差が低減する。
【０１２１】
　すなわち、光分離板５２の透過率と反射率が、基板５１上に配置される各ＬＥＤ５３か
ら出射される光の輝度に基づいて設定されることにより、拡散板４２に入射する光の輝度
や色のムラが低減され、拡散板４２の主面全体から出射される光は、輝度や色のムラが少
ないものとなる。
【０１２２】
　なお、液晶表示装置１には、バックライト装置２０の代わりに、図１７に示すように、
光源部５０を導光板１０５の側面に備えた導光型バックライト装置１０６を備えても良い
。光源部５０を使用することにより、導光型バックライト装置１０６でも、配置するＬＥ
Ｄ５３の数を減らすことが可能となる。
【０１２３】
　第２の実施の形態
　ところで、バックライト装置２０には、光源部５０の代わりに、図１８（Ａ），（Ｂ）
に示すような光源部１１０が備えられていても良い。以下では、本発明の第２の実施の形
態として、バックライト装置２０に備えられる光源部１１０について説明する。なお、以
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下の説明では、光源部５０と同等な部材について説明を省略し、また、図面において同じ
符号を付する。
【０１２４】
　光源部１１０では、赤色光分離板５２Ｒ、緑色光分離板５２Ｇ、青色光分離板５２Ｂ、
赤色ＬＥＤ５３Ｒ、緑色ＬＥＤ５３Ｇ、青色ＬＥＤ５３Ｂの配置、並びに、赤色光分離板
５２Ｒ、緑色光分離板５２Ｇ、青色光分離板５２Ｂによって形成される赤色ＬＥＤ５３Ｒ
の虚像５３’、緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’の位
置が、以下に説明する通りとなる。
【０１２５】
　図１８に示すように、光源部１１０は、基板５１上に、赤色光分離板５２Ｒと、緑色光
分離板５２Ｇと、青色光分離板５２Ｂと、赤色ＬＥＤ５３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青
色ＬＥＤ５３Ｂとが配置された構成とされている。また、基板５１上に配置される緑色光
分離板５２Ｇの数は、赤色光分離板５２Ｒ及び青色光分離板５２Ｂの数の２倍とされ、緑
色ＬＥＤ５３Ｇの数は、赤色ＬＥＤ５３Ｒ及び青色ＬＥＤ５３Ｂの数の２倍とされる。
【０１２６】
　複数の赤色光分離板５２Ｒは、３ｗのピッチと５ｗのピッチとが繰り返されるように、
配置される。すなわち、赤色光分離板５２Ｒのうち半分（第２の赤色光分離板５２Ｒ－２
）は、基板５１上に８ｗのピッチで配置され、残り（第１の赤色光分離板５２Ｒ－１）は
、基板５１上に、第２の赤色光分離板５２Ｒ－２から第２の端部Ｅ２方向に沿って３ｗず
れた位置に８ｗのピッチで配置される。
【０１２７】
　また、青色光分離板５２Ｂは、基板５１上に、赤色光分離板５２Ｒから第２の端部Ｅ２
方向に４ｗずれて配置される。すなわち、青色光分離板５２Ｂは、赤色光分離板５２Ｒか
ら第２の端部Ｅ２方向に４ｗずれて、３ｗのピッチと５ｗのピッチとが繰り返されるよう
に配置される。
【０１２８】
　また、緑色光分離板５２Ｇは、３ｗのピッチで隣接している２つの赤色光分離板５２Ｒ
に挟まれた領域内の、各赤色光分離板５２Ｒからｗ離れた位置にそれぞれ１つずつ配置さ
れるとともに、３ｗのピッチで隣接している２つの青色光分離板５２Ｂに挟まれた領域内
の、青色光分離板５２Ｂからｗ離れた位置にそれぞれ１つずつ配置される。
【０１２９】
　すなわち、赤色光分離板５２Ｒと、緑色光分離板５２Ｇと、青色光分離板５２Ｂとは、
基板５１上に、第１の端部Ｅ１側から、赤色光分離板５２Ｒ、緑色光分離板５２Ｇ、緑色
光分離板５２Ｇ、赤色光分離板５２Ｒ、青色光分離板５２Ｂ、緑色光分離板５２Ｇ、緑色
光分離板５２Ｇ、青色光分離分５２Ｂという配列が繰り返されるように、ｗのピッチで配
置されている。
【０１３０】
　図１９に示すように、赤色ＬＥＤ５３Ｒは、３ｗ離れて配置されている２つの赤色光分
離板５２Ｒの間に配置されている２つの緑色光分離板５２Ｇの中心に、１つずつ配置され
る。すなわち、赤色ＬＥＤ５３Ｒは、隣接する２つの赤色光分離板５２Ｒの中心に、１つ
おきに、８ｗのピッチで配置される。
【０１３１】
　また、青色ＬＥＤ５３Ｂは、３ｗ離れて配置されている２つの青色光分離板５２Ｂの間
に配置されている２つの緑色光分離板５２Ｇの中心に、１つずつ配置される。すなわち、
青色ＬＥＤ５３Ｂは、隣接する２つの青色光分離板５２Ｂの中心に、１つおきに、８ｗの
ピッチで配置される。
【０１３２】
　また、緑色ＬＥＤ５３Ｇは、第１の赤色光分離板５２Ｒ－１と第２の青色光分離板５２
Ｂ－２との中心、及び第２の赤色光分離板５２Ｒ－２と第１の青色光分離板５２Ｂ－１と
の中心に、１つずつ配置される。すなわち、緑色ＬＥＤ５３Ｇは、隣接する２つの緑色光
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分離板５２Ｇの間に、１つおきに、４ｗのピッチで配置される。
【０１３３】
　各光分離板５２と各ＬＥＤ５３とが以上説明したように配置されることにより、図１９
に示すように、５ｗ離れて配置されている２つの赤色光分離板（以下、総称するときには
、一対の赤色光分離板という。）５２Ｒのうち、第１の端部Ｅ１側に配置されている赤色
光分離板５２Ｒは、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置に赤色ＬＥＤ５３Ｒが配置
される。また、第２の端部Ｅ２側に配置されている赤色光分離板５２Ｒは、第２の端部Ｅ
２方向に１．５ｗ離れた位置に赤色ＬＥＤ５３Ｒが配置される。
【０１３４】
　以下の説明では、区別する必要がある場合には、一対の赤色光分離板５２Ｒのうち、一
方の端部Ｅ１側に配置されている赤色光分離板５２Ｒを第１の赤色光分離板５２Ｒ－１と
いい、他方の端部Ｅ２側に配置されている赤色光分離板５２Ｒを第２の赤色光分離板５２
Ｒ－２という。
【０１３５】
　第１の赤色光分離板５２Ｒ－１は、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る赤色ＬＥＤ５３Ｒから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第１の赤
色光分離板５２Ｒ－１で反射された赤色光の光路を、赤色光の進行方向の反対方向に延長
すると、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置と交差する。
【０１３６】
　すなわち、第１の赤色光分離板５２Ｒ－１から第２の端部Ｅ２方向にｗ離れて配置され
ている青色光分離板５２Ｂと２ｗ離れて配置されている緑色光分離板５２Ｇとの中心であ
り、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１１が、第１の赤色光分離板５２Ｒ－１に
よって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる。
【０１３７】
　また、第２の赤色光分離板５２Ｒ－２は、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れて配置さ
れている赤色ＬＥＤ５３Ｒから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第
２の赤色光分離板５２Ｒで反射された赤色光の光路を、赤色光の進行方向の反対方向に延
長すると、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置と交差する。
【０１３８】
　すなわち、第２の赤色光分離板５２Ｒ－２から第１の端部Ｅ１方向に沿ってｗ離れて配
置されている青色光分離板５２Ｂと２ｗ離れて配置されている緑色光分離板５２Ｇとの中
心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１２が、第２の赤色光分離板５２Ｒ
－２によって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる。
【０１３９】
　また、５ｗ離れて配置されている２つの青色光分離板（以下、総称するときには、一対
の青色光分離板という。）５２Ｂのうち、第１の端部Ｅ１側に配置されている青色光分離
板５２Ｂは、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置に青色ＬＥＤ５３Ｂが配置されて
いる。また、第２の端部Ｅ２側に配置されている青色光分離板５２Ｂは、第２の端部Ｅ２
方向に１．５ｗ離れた位置に青色ＬＥＤ５３Ｂが配置されている。
【０１４０】
　以下の説明では、区別する必要がある場合には、一対の青色光分離板５２Ｂのうち、一
方の端部Ｅ１側に配置されている青色光分離板５２Ｂを第１の青色光分離板５２Ｂ－１と
いい、第２の端部Ｅ２側に配置されている青色光分離板５２Ｂを第２の青色光分離板５２
Ｂ－２という。
【０１４１】
　第１の青色光分離板５２Ｂ－１は、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る青色ＬＥＤ５３Ｂから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第１の青
色光分離板５２Ｂ－１で反射された青色光の光路を、青色光の進行方向の反対方向に延長
すると、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置と交差する。
【０１４２】
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　すなわち、第１の青色光分離板５２Ｂ－１から第２の端部Ｅ２方向にｗ離れて配置され
ている赤色光分離板５２Ｒと２ｗ離れて配置されている緑色光分離板５２Ｇとの中心であ
り、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１３が、第１の赤色光分離板５２Ｒ－１に
よって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる。
【０１４３】
　また、第２の青色光分離板５２Ｂ－２は、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れて配置さ
れている青色ＬＥＤ５３Ｂから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第
２の青色光分離板５２Ｂ－２で反射された青色光の光路を、青色光の進行方向の反対方向
に延長すると、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置と交差する。
【０１４４】
　すなわち、第２の青色光分離板５２Ｂ－２から第１の端部Ｅ１方向に沿ってｗ離れて配
置されている赤色光分離板５２Ｒと２ｗ離れて配置されている緑色光分離板５２Ｇとの中
心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１４が、第２の青色光分離板５２Ｂ
－２によって反射された青色光の見かけ上の出射元となる。
【０１４５】
　また、３ｗ離れて配置されている２つの赤色光分離板５２Ｒの間に配置されている２つ
の緑色光分離板５２Ｇのうち、第１の端部Ｅ１側に配置されている緑色光分離板５２Ｇは
、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置に緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置されており、第２
の端部Ｅ２側に配置されている緑色光分離板５２Ｇは、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離
れた位置に緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置されている。
【０１４６】
　また、３ｗ離れて配置されている２つの青色光分離板５２Ｂの間に配置されている２つ
の緑色光分離板５２Ｇのうち、第１の端部Ｅ１側に配置されている緑色光分離板５２Ｇは
、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置に緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置されており、第２
の端部Ｅ２側に配置されている緑色光分離板５２Ｇは、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離
れた位置に緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置されている。
【０１４７】
　以下の説明では、区別する必要がある場合には、３ｗ離れて配置されている２つの赤色
光分離板５２Ｒの間に配置されている２つの緑色光分離板５２Ｇのうち、第１の端部Ｅ１
側に配置されている方を第１の緑色光分離板５２Ｇ－１といい、第２の端部Ｅ２側に配置
されている方を第２の緑色光分離板５２Ｇ－２という。また、３ｗ離れて配置されている
２つの青色光分離板５２Ｂの間に配置されている２つの緑色光分離板５２Ｇのうち、第１
の端部Ｅ１側に配置されている方を第３の緑色光分離板５２Ｇ－３といい、第２の端部Ｅ
２側に配置されている方を第４の緑色光分離板５２Ｇ－４という。
【０１４８】
　第１の緑色光分離板５２Ｇ－１は、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る緑色ＬＥＤ５３Ｇから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第１の緑
色光分離板５２Ｇ－１で反射された緑色光の光路を、緑色光の進行方向の反対方向に延長
すると、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置と交差する。
【０１４９】
　すなわち、第１の緑色光分離板５２Ｇ－１から第２の端部Ｅ２方向に沿ってｗ離れて配
置されている第２の緑色光分離板５２Ｇ－２と２ｗ離れて配置されている第１の赤色光分
離板５２Ｒ－１との中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１４が、第１
の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる。
【０１５０】
　したがって、第１の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の見かけ上の出
射元は、第１の青色光反射板５２Ｂ－１によって反射された青色光の見かけ上の出射元と
同一になる。すなわち、第２の緑色光分離板５２Ｒ－２と第１の赤色光分離板５２Ｒ－１
との中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１４には、第１の青色光反射
板５２Ｂ－１１によって反射された青色光の見かけ上の出射元であり、且つ第１の緑色光
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反射板５２Ｇ－１１によって反射された緑色光の見かけ上の出射元であるＬＥＤ５３の虚
像（以下、青色緑色ＬＥＤの虚像という。）５３ＢＧ’が形成される。青色緑色ＬＥＤの
虚像５３ＢＧ’は、見かけ上、緑色光分離手段５２Ｇ側に緑色光を出射して、赤色光分離
板５２Ｒ側に青色光を出射する。
【０１５１】
　第２の緑色光分離板５２Ｇ－２は、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る緑色ＬＥＤ５３Ｇから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第２の緑
色光分離板５２Ｇ－２で反射された緑色光の光路を、緑色光の進行方向の反対方向に延長
すると、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置と交差する。
【０１５２】
　すなわち、第２の緑色光分離板５２Ｇ－２から第１の端部Ｅ１方向に沿ってｗ離れて配
置されている第１の緑色光分離板５２Ｇ－１と２ｗ離れて配置されている第２の赤色光分
離板５２Ｒ－２との中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１３が、第２
の緑色光分離板５２Ｇ－２によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる。
【０１５３】
　したがって、第２の緑色光分離板５２Ｇ－２によって反射された緑色光の見かけ上の出
射元は、第１の青色光反射板５２Ｂ－１によって反射された青色光の見かけ上の出射元と
同一になる。すなわち、第１の緑色光分離板５２Ｇ－１と第２の赤色光分離板５２Ｒ－２
との中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１３には、第１の青色光反射
板５２Ｂ－１によって反射された青色光の見かけ上の出射元であり、且つ第２の緑色光反
射板５２Ｇ－２によって反射された緑色光の見かけ上の出射元である青色緑色ＬＥＤの虚
像５３ＢＧ’が形成される。
【０１５４】
　第３の緑色光分離板５２Ｇ－３は、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る緑色ＬＥＤ５３Ｇから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第３の緑
色光分離板５２Ｇ－３で反射された緑色光の光路を、緑色光の進行方向の反対方向に延長
すると、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置と交差する。
【０１５５】
　すなわち、第３の緑色光分離板５２Ｇ－３から第２の端部Ｅ２方向に沿ってｗ離れて配
置されている第４の緑色光分離板５２Ｇ－４と、２ｗ離れて配置されている第１の青色光
分離板５２Ｇ－１との中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１２が、第
３の緑色光分離板５２Ｇ－３によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる。
【０１５６】
　したがって、第３の緑色光分離板５２Ｇ－３によって反射された緑色光の見かけ上の出
射元は、第２の赤色光反射板５２Ｒ－２によって反射された赤色光の見かけ上の出射元と
同一になる。すなわち、第４の緑色光分離板５２Ｇ－４と第１の青色光分離板５２Ｂ－１
との中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１２には、第２の赤色光反射
板５２Ｒ－２によって反射された赤色光の見かけ上の出射元であり、且つ第３の緑色光反
射板５２Ｇ－３によって反射された緑色光の見かけ上の出射元であるＬＥＤ５３の虚像（
以下、赤色緑色ＬＥＤの虚像という。）５３ＲＧ’が形成される。青色緑色ＬＥＤの虚像
５３ＢＧ’は、見かけ上、緑色光分離手段５２Ｇ側に緑色光を出射して、青色光分離板５
２Ｂ側に赤色光を出射する。
【０１５７】
　第４の緑色光分離板５２Ｇ－４は、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れて配置されてい
る緑色ＬＥＤ５３Ｇから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第４の緑
色光分離板５２Ｇ－４によって反射された緑色光の光路を、緑色光の進行方向の反対方向
に延長すると、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置と交差する。
【０１５８】
　すなわち、第４の緑色光分離板５２Ｇ－４から第１の端部Ｅ１方向に沿ってｗ離れて配
置されている第３の緑色光分離板５２Ｇ－３と、２ｗ離れて配置されている第２の青色光
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分離板５２Ｇ－２との中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１１が、第
４の緑色光分離板５２Ｇ－４によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる。
【０１５９】
　したがって、第４の緑色光分離板５２Ｇ－４によって反射された緑色光の見かけ上の出
射元は、第１の赤色光反射板５２Ｒ－１によって反射された赤色光の見かけ上の出射元と
同一になる。すなわち、第３の緑色光分離板５２Ｇ－３と第２の青色光分離板５２Ｂ－２
との中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ１１には、第１の赤色光反射
板５２Ｒ－１によって反射された赤色光の見かけ上の出射元であり、且つ第４の緑色光反
射板５２Ｇ－４によって反射された緑色光の見かけ上の出射元である赤色緑色ＬＥＤの虚
像５３ＲＧ’が形成される。
【０１６０】
　以上説明した配置で、赤色ＬＥＤ５３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青色ＬＥＤ５３Ｂと
、赤色光分離板５２Ｒと、緑色光分離板５２Ｇと、青色光分離板５２Ｂとが配置されてい
るために、光源部１１０では、赤色ＬＥＤ５３Ｒと緑色ＬＥＤ５３Ｇとに挟まれておりＬ
ＥＤ５３が配置されていない領域に、赤色ＬＥＤ５３Ｒ方向に緑色光を出射して緑色ＬＥ
Ｄ５３Ｇ方向に青色光を出射する青色緑色ＬＥＤの虚像５３ＢＧ’が形成され、青色ＬＥ
Ｄ５３Ｂと緑色ＬＥＤ５３Ｇとに挟まれておりＬＥＤ５３が配置されていない領域に、青
色ＬＥＤ５３Ｂ方向に緑色光を出射して緑色ＬＥＤ５３Ｇ方向に赤色光を出射する赤色緑
色ＬＥＤの虚像５３ＲＧ’が形成される。
【０１６１】
　すなわち、光源部１１０では、基板５１上に配置されているＬＥＤ５３の間にＬＥＤ５
３の虚像５３’が生じるために、配置されているＬＥＤ５３の数を見かけ上増やすことが
可能となる。
【０１６２】
　また、光源部１１０では、緑色光の光路の間に赤色光の光路と青色光の光路とが見かけ
上互い違いに生じるように、虚像５３’が形成される。したがって、光源部１１０を備え
るバックライト装置２０は、赤色光と、青色光と、赤色光及び青色光の約２倍の光量であ
る緑色光とを効率良く混色して、表示パネル１０に表示された画像を鮮明に映し出すこと
が可能な白色光を生成することが可能となる。
【０１６３】
　第３の実施の形態
　また、バックライト装置２０には、光源部５０及び光源部１１０の代わりに、図２０に
示すような光源部１２０が備えられていても良い。以下では、本発明の第３の実施の形態
として、バックライト装置２０に備えられる光源部１２０について説明する。なお、以下
の説明では、光源部５０と同等な部材について説明を省略し、また、図面において同じ符
号を付する。
【０１６４】
　図２０（Ａ），（Ｂ）に示すように、光源部１２０は、基板５１上に、緑色光分離板５
２Ｇと、赤色光青色光分離板５２ＲＢと、赤色ＬＥＤ５３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青
色ＬＥＤ５３Ｂとが配置された構成とされている。
【０１６５】
　赤色光青色光分離板５２ＲＢは、入射した赤色光及び青色光の５０％を透過して５０％
を反射し、入射した緑色光を１００％透過する。赤色光青色光分離板５２ＲＢは、入射し
た赤色光、青色光の５０％を反射することにより、反射した赤色光、青色光の見かけ上の
出射元となる赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’、及び青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’を
形成する。
【０１６６】
　具体的に説明すると、当該赤色光青色光分離板５２ＲＢを中心として、当該赤色光青色
光分離板５２ＲＢに入射した赤色光を出射した赤色ＬＥＤ５３Ｒと対向する位置に、赤色
ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’を形成する。また、当該赤色光青色光分離板５２ＲＢを中心
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として、当該赤色光青色光分離板５２ＲＢに入射した青色光を出射した青色ＬＥＤ５３Ｂ
と対向する位置に、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’を形成する。
【０１６７】
　赤色光青色光分離板５２ＲＢとしては、例えば、赤色光分離板５２Ｒと青色光分離板５
２Ｂとを積層したものが用いられる。
【０１６８】
　つぎに、赤色光青色光分離板５２ＲＢ、緑色光分離板５２Ｇ、赤色ＬＥＤ５３Ｒ、緑色
ＬＥＤ５３Ｇ、青色ＬＥＤ５３Ｂの配置、並びに、赤色光青色光分離板５２ＲＢによって
形成される赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’及び青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’、緑色
光分離板５２Ｇによって形成される緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’について説明する。
【０１６９】
　緑色光分離板５２Ｇは、基板５１の長手方向に沿って、４ｗのピッチで配置されている
。また、赤青色光分離板５２ＲＢは、基板５１上の長手方向に沿って、各緑色光分離板５
２Ｇからｗ離れた位置に、４ｗのピッチで配置されている。
【０１７０】
　緑色ＬＥＤ５３Ｇは、互いに隣接する緑色光分離板５２Ｇの中心に、１つおきに、２つ
ずつ配置される。互いに隣接する緑色光分離板５２Ｇの中心に配置される２つの緑色ＬＥ
Ｄ５３Ｇは、緑色ＬＥＤ５３Ｇの主面の方向に沿って所定の間隔で配置される。また、互
いに隣接する緑色光分離板５２Ｇの中心に配置される２つの緑色ＬＥＤ５３Ｇうちの一方
は、基板５１の長手方向に沿った直線（以下、第１の直線という。）Ｌ１上に配置され、
他方は、第１の直線と平行な直線（以下、第２の直線という。）Ｌ２上に配置される。す
なわち、緑色ＬＥＤ５３Ｇは、第１の直線Ｌ１上及び第２の直線Ｌ２上に配置され、各直
線Ｌ１，Ｌ２上に配置される緑色ＬＥＤ５３Ｇのピッチは、４ｗとされる。
【０１７１】
　なお、以下の説明では、区別する必要があるときには、第１の直線Ｌ１上に配置されて
いる緑色ＬＥＤ５３Ｇを第１の緑色ＬＥＤ５３Ｇ－１といい、第２の直線Ｌ２上に配置さ
れている緑色ＬＥＤ５３Ｇを第２の緑色ＬＥＤ５３Ｇ－２という。
【０１７２】
　赤色ＬＥＤ５３Ｒは、第１の直線Ｌ１上であり且つ互いに隣接する赤色光青色光分離板
５２ＲＢの中心となる位置に、１つおきに、１つずつ配置される。
【０１７３】
　また、青色ＬＥＤ５３Ｂは、第１の直線Ｌ１に対して平行な第２の直線Ｌ２上であり且
つ互いに隣接する赤色光青色光分離板５２ＲＢの中心となる位置に、１つおきに、１つず
つ配置される。
【０１７４】
　なお、以上説明した配置で赤色ＬＥＤ５３Ｒと緑色ＬＥＤ５３Ｇと青色ＬＥＤ５３Ｂと
が配置されることにより、光分離板５２を介さずに隣接する緑色ＬＥＤ５３Ｇの光軸と赤
色ＬＥＤ５３Ｒの光軸との間隔、並びに光分離板５２を介さずに緑色ＬＥＤ５３Ｇの光軸
と青色ＬＥＤ５３Ｂの光軸との間隔は、それぞれｗとなる。
【０１７５】
　以上説明したように各ＬＥＤ５３及び各光分離板５２が配置されることにより、４ｗの
ピッチで配置されており、間にＬＥＤ５３が配置されていない２つの緑色光分離板５２Ｇ
（以下、総称するときには、一対の緑色光分離板という。）のうち、基板５１の第１の端
部Ｅ１側に配置されている緑色光分離板５２Ｇは、第１及び第２の直線Ｌ１，Ｌ２上であ
り且つ第１の端部Ｅ１方向に２ｗ離れている位置に緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置される。また
、基板５１の第２の端部Ｅ２側に配置されている緑色光分離板５２Ｇは、第１及び第２の
直線Ｌ１，Ｌ２上であり且つ第２の端部Ｅ２方向に２ｗ離れている位置に緑色ＬＥＤ５３
Ｇが配置される。
【０１７６】
　以下の説明では、区別する必要がある場合には、一対の緑色光分離板５２Ｇのうち、第
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１の端部Ｅ１側に配置されている緑色光分離板５２Ｇを第１の緑色光分離板５２Ｇ－１と
いい、第２の端部Ｅ２側に配置されている緑色光分離板５２Ｇを第２の緑色光分離板５２
Ｇ－２という。
【０１７７】
　図２１に示すように、第１の緑色光分離板５２Ｇ－１は、第１の端部Ｅ１方向に２ｗ離
れた第１及び第２の直線Ｌ１，Ｌ２上に、第１及び第２の緑色ＬＥＤ５３Ｇ－１，５３Ｇ
－２が配置されているが、第２の端部Ｅ２方向に２ｗ離れた位置には緑色ＬＥＤ５３Ｇが
配置されていない。
【０１７８】
　第１の緑色光分離板５２Ｇ－１は、第１の端部Ｅ１方向に２ｗ離れて配置されている第
１及び第２の緑色ＬＥＤ５３Ｇ－１，５３Ｇ－２から出射された光の５０％を透過して、
５０％を反射する。図２１（Ａ）に示すように、第１の緑色ＬＥＤ５３Ｇ－１から出射さ
れた後に第１の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の光路を、緑色光の進
行方向の反対方向に延長すると、第２の端部Ｅ２方向に２ｗ離れた位置と交差する。詳述
すると、図２１（Ｂ）に示すような、第１の直線Ｌ１上であり且つ一対の緑色光分離板５
２Ｇの中心となる位置Ｃ２１ａと交差する。
【０１７９】
　また、図２１（Ｃ）に示すように、第２の緑色ＬＥＤ５３Ｇ－２から出射された後に第
１の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の光路を、緑色光の進行方向の反
対方向に延長すると、第２の端部Ｅ２方向に２ｗ離れた位置と交差する。詳述すると、図
２１（Ｂ）に示すような、第２の直線Ｌ２上であり且つ一対の緑色光分離板５２Ｇの中心
となる位置Ｃ２１ｂと交差する。
【０１８０】
　なお、図２１（Ａ）は、図２０に示す直線Ｌ１での断面図であり、図２１（Ｃ）は、図
２０に示す直線Ｌ２での断面図である。
【０１８１】
　したがって、一対の緑色光分離板５２Ｇの中心であり、第１の直線Ｌ１上となり、且つ
ＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２１ａ、及び一対の緑色光分離板５２Ｇの中心であ
り、第２の直線Ｌ２上となり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２１ｂが、第１
の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる。
【０１８２】
　第２の緑色光分離板５２Ｇ－２は、第２の端部Ｅ２方向に２ｗ離れて配置されている第
１及び第２の緑色ＬＥＤ５３Ｇ－１，５３Ｇ－２から出射された光の５０％を透過して、
５０％を反射する。図２１（Ａ）に示すように、第１の緑色ＬＥＤ５３Ｇ－１から出射さ
れた後に第１の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の光路を、緑色光の進
行方向の反対方向に延長すると、第１の端部Ｅ１方向に２ｗ離れた位置と交差する。詳述
すると、図２１（Ｂ）に示すような、第１の直線Ｌ１上であり且つ一対の緑色光分離板５
２Ｇの中心となる位置Ｃ２１ａと交差する。
【０１８３】
　また、図２１（Ｃ）に示すように、第２の緑色ＬＥＤ５３Ｇ－２から出射された後に第
１の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の光路を、緑色光の進行方向の反
対方向に延長すると、第１の端部Ｅ１方向に２ｗ離れた位置と交差する。詳述すると、図
２１（Ｂ）に示すような、第２の直線Ｌ２上であり、一対の緑色光分離板５２Ｇの中心で
あり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２１ｂと交差する。
【０１８４】
　したがって、一対の緑色光分離板５２Ｇの中心であり、第１及び第２の直線Ｌ１，Ｌ２
上であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２１ａ，Ｃ２１ｂが、第２の緑色光
分離板５２Ｇ－２によって反射された緑色光の見かけ上の出射元となる。
【０１８５】
　以上の説明より、第１の緑色光分離板５２Ｇ－１によって反射された緑色光の見かけ上
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の出射元と、第２の緑色光分離板５２Ｇ－２によって反射された緑色光の見かけ上の出射
元は、共に、第１及び第２の直線Ｌ１，Ｌ２上であり、一対の緑色光分離板５２Ｇの中心
であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２１ａ，Ｃ２１ｂとなる。
【０１８６】
　したがって、４ｗのピットで配置されている緑色光分離板５２Ｇの中心であり、第１及
び第２の直線Ｌ１，Ｌ２上であり、且つ緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置されていない位置Ｃ２１
ａ，Ｃ２１ｂには、この位置から２ｗ離れた位置にある２つの緑色光分離板５２Ｇによっ
て反射された緑色光の見かけ上の出射元である、緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’が生成
される。
【０１８７】
　また、４ｗのピッチで配置されており、間にＬＥＤ５３が配置されていない２つの赤色
光青色光分離板５２ＲＢ（以下、総称するときには、一対の赤色光青色光分離板という。
）のうち、基板５１の第１の端部Ｅ１側に配置されている赤色光青色光分離板５２ＲＢは
、第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れている位置に赤色ＬＥＤ５３Ｒと青色ＬＥＤ５３Ｂ
が配置される。また、基板５１の第２の端部Ｅ２側に配置されている赤色光青色光分離板
５２ＲＢは、第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れている位置に赤色ＬＥＤ５３Ｒと青色Ｌ
ＥＤ５３Ｂが配置される。
【０１８８】
　以下の説明では、区別する必要がある場合には、図２１に示すように、一対の赤色光青
色光分離板５２ＲＢのうち、第１の端部Ｅ１側に配置されている赤色光青色光分離板５２
ＲＢを第１の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－１といい、第２の端部Ｅ２側に配置されてい
る赤色光青色光分離板５２ＲＢを第２の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－２という。
【０１８９】
　第１の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－１は、第１の端部Ｅ１方向に２ｗ離れて配置され
ている赤色ＬＥＤ５３Ｒ及び青色ＬＥＤ５３Ｂから出射された光の５０％を透過して、５
０％を反射する。図２１（Ａ）に示すように、赤色ＬＥＤ５３Ｒから出射された後に第１
の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－１によって反射された赤色光の光路を、赤色光の進行方
向の反対方向に延長すると、第２の端部Ｅ２方向に２ｗ離れた位置と交差する。詳述する
と、図２１（Ｂ）に示すような、第１の直線Ｌ１上であり、一対の赤色光青色光分離板５
２ＲＢの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２２ａと交差する。
【０１９０】
　また、図２１（Ｃ）に示すように、青色ＬＥＤ５３Ｂから出射された後に第１の赤色光
青色光分離板５２ＲＢ－１によって反射された青色光の光路を、青色光の進行方向の反対
方向に延長すると、第２の端部Ｅ２方向に２ｗ離れた位置と交差する。詳述すると、図２
１（Ｂ）に示すような、第２の直線Ｌ２上であり、一対の赤色光青色光分離板５２ＲＢの
中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２２ｂと交差する。
【０１９１】
　したがって、第１の直線Ｌ１上であり、一対の赤色光青色光分離板５２ＲＢの中心であ
り、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２２ａが、第１の赤色光青色光分離板５２
ＲＢ－１によって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる。また、第２の直線Ｌ２上
であり、一対の赤色光青色光分離板５２ＲＢの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されて
いない位置Ｃ２２ｂが、第１の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－１によって反射された青色
光の見かけ上の出射元となる。
【０１９２】
　第２の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－２は、第２の端部Ｅ２方向に２ｗ離れて配置され
ている赤色ＬＥＤ５３Ｒ及び青色ＬＥＤ５３Ｂから出射された光の５０％を透過して、５
０％を反射する。図２１（Ａ）に示すように、赤色ＬＥＤ５３Ｒから出射された後に第１
の赤色光青色分離板５２ＲＢ－１によって反射された赤色光の光路を、赤色光の進行方向
の反対方向に延長すると、第１の端部Ｅ１方向に２ｗ離れた位置と交差する。詳述すると
、図２１（Ｂ）に示すような、第１の直線Ｌ１上であり、一対の赤色光青色光分離板５２
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ＲＢの中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２２ａと交差する。
【０１９３】
　また、図２１（Ｃ）に示すように、青色ＬＥＤ５３Ｂから出射された後に第１の赤色光
青色光分離板５２ＲＢ－１によって反射された青色光の光路を、青色光の進行方向の反対
方向に延長すると、第１の端部Ｅ１方向に２ｗ離れた位置と交差する。詳述すると、図２
１（Ｂ）に示すような、第２の直線Ｌ２上であり、一対の赤色光青色光分離板５２ＲＢの
中心であり、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２２ｂと交差する。
【０１９４】
　したがって、一対の赤色光青色光分離板５２ＲＢの中心であり、第１の直線Ｌ１上であ
り、且つＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２２ａが、第２の赤色光青色光分離板５２
ＲＢ－２によって反射された赤色光の見かけ上の出射元となる。また、一対の赤色光青色
光分離板５２ＲＢの中心であり、第２の直線Ｌ２上であり、且つＬＥＤ５３が配置されて
いない位置Ｃ２２ｂが、第２の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－２によって反射された青色
光の見かけ上の出射元となる。
【０１９５】
　以上の説明より、第１の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－１によって反射された赤色光の
見かけ上の出射元と、第２の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－２によって反射された赤色光
の見かけ上の出射元は、共に、第１の直線Ｌ１上であり、且つ一対の赤色光青色光分離板
５２ＲＢの中心である位置Ｃ２２ａとなる。
【０１９６】
　また、第１の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－１によって反射された青色光の見かけ上の
出射元と、第２の赤色光青色光分離板５２ＲＢ－２によって反射された青色光の見かけ上
の出射元は、共に、第２の直線Ｌ２上であり、且つ一対の赤色光青色光分離板５２ＲＢの
中心である位置Ｃ２２ｂとなる。
【０１９７】
　したがって、４ｗのピッチで配置されている赤色光青色光分離板５２ＲＢの中心で、第
１の直線Ｌ１上であり、ＬＥＤ５３が配置されていない位置Ｃ２２ａには、この位置から
２ｗ離れた位置にある２つの赤色光青色光分離板５２ＲＢによって反射された赤色光の見
かけ上の出射元である、赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’が生成される。
【０１９８】
　また、４ｗのピッチで配置されている赤色光青色光分離板５２ＲＢの中心で、第２の直
線Ｌ２上であり、青色ＬＥＤ５３Ｂが配置されていない位置Ｃ２２ｂには、この位置から
２ｗ離れた位置にある２つの赤色光青色光分離板５２ＲＢによって反射された青色光の見
かけ上の出射元である青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’が生成される。
【０１９９】
　以上説明した配置で、赤色ＬＥＤ５３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青色ＬＥＤ５３Ｂと
、緑色光分離板５２Ｇと、赤青色光分離板５２ＲＢとが配置されているために、光源部１
２０では、赤色ＬＥＤ５３Ｒと緑色ＬＥＤ５３Ｇとの間に、赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３
Ｒ’と緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’とが生じ、青色ＬＥＤ５３Ｂと緑色ＬＥＤ５３Ｇ
との間に、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’と緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’とが生じ
る。
【０２００】
　すなわち、光源部１２０では、基板５１上に配置されているＬＥＤ５３の間にＬＥＤ５
３の虚像５３’が生じるために、配置されているＬＥＤ５３の数を見かけ上増やすことが
可能となる。
【０２０１】
　また、光源部１２０では、赤色ＬＥＤ５３Ｒと緑色ＬＥＤ５３Ｇとが交互に配置されて
いる列と、青色ＬＥＤ５３Ｂと緑色ＬＥＤ５３Ｇとが交互に配置されている列とが見かけ
上互い違いに並ぶように、虚像５３Ｒ’が生じる。したがって、光源部１２０を備えるバ
ックライト装置２０は、赤色光と、青色光と、赤色光及び青色光の約２倍の光量の緑色光
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とを効率良く混色して、表示パネル１０に表示された画像を鮮明に映し出すことが可能な
白色光を生成することが可能となる。
【０２０２】
　第４の実施の形態
　また、バックライト装置２０には、光源部５０、光源部１１０及び光源部１２０の代わ
りに、図２２に示すような光源部１３０が備えられていても良い。以下では、本発明の第
４の実施の形態として、バックライト装置２０に備えられる光源部１３０について説明す
る。なお、以下の説明では、光源部５０と同等な部材について説明を省略し、また、図面
において同じ符号を付する。
【０２０３】
　図２２に示すように、光源部１２０は、基板５１上に、三原色光分離板５２Ｔと、赤色
ＬＥＤ５３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青色ＬＥＤ５３Ｂとが配置された構成とされてい
る。
【０２０４】
　三原色光分離板５２Ｔは、入射した赤色光、青色光、緑色光の５０％を透過して５０％
を反射する。三原色光分離板５２Ｔ－１は、入射した赤色光、緑色光、青色光の５０％を
反射することにより、反射した光の見かけ上の出射元となる虚像５３Ｒ’を形成する。具
体的に説明すると、三原色光分離板５２Ｔは、当該三原色光分離板５２Ｔを中心として、
当該三原色光分離板５２Ｔに入射した赤色光を出射した赤色ＬＥＤ５３Ｒと対向する位置
に、赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’を形成する。また、当該三原色光分離板５２Ｔを中
心として、当該三原色光分離板５２Ｔに入射した緑色光を出射した緑色ＬＥＤ５３Ｇと対
向する位置に、緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’を形成する。また、当該三原色光分離板
５２Ｔを中心として、当該三原色光分離板５２Ｔに入射した青色光を出射した青色ＬＥＤ
５３Ｂと対向する位置に、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’を形成する。
【０２０５】
　三原色光分離板５２Ｔは、例えば、図２３に示すように、基板１３１上に、厚さが４４
．４５ｎｍである第１のＳｉＯ２層１３２と、厚さが８５．７２ｎｍである第１のＮｂ２

Ｏ５層１３３と、厚さが６８．５８ｎｍである第２のＳｉＯ２層１３４と、厚さが５２．
５５ｎｍである第２のＮｂ２Ｏ５層１３５と、厚さが９５．６７ｎｍである第３のＳｉＯ

２層１３６と、厚さが１３３．３９ｎｍである第３のＮｂ２Ｏ５層１３７とが順次積層さ
れた構成とされる。
【０２０６】
　また、三原色光分離板５２Ｔとしては、赤色光分離板５２Ｒと緑色光分離板５２Ｇと青
色光分離板５２Ｂとを積層したものを用いることもできる。
【０２０７】
　また、本実施の形態では、ＬＥＤ５３として標準型サイドエミッターを使用するので、
三原色光分離板５２Ｔは、入射角１０°の光に対する光学特性が所望の特性とされるよう
に作成されている。
【０２０８】
　三原色光分離板５２Ｔは、基板５１の長手方向に沿って、４ｗのピッチで配置されてい
る。
【０２０９】
　２つの三原色光分離板５２Ｔに挟まれた領域には、１つおきに、赤色ＬＥＤ５３Ｒ、青
色ＬＥＤ５３Ｂ、及び２つの緑色ＬＥＤ５３Ｇが、基板５１の長手方向、すなわち、三原
色光分離板５２Ｔが並んでいる方向に沿って、ｗのピッチで一列に並んで配置される。な
お、以下の説明では、三原色光分離板５２Ｔの間にｗのピッチで一列に並べられた複数の
ＬＥＤ５３を、ＬＥＤアレイＡ１という。また、間にＬＥＤアレイＡ１が配置されていな
い２つの三原色光分離板５２Ｔを総称する場合には、一対の三原色光分離板５２Ｔという
。
【０２１０】
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　図２４に示すように、光源部１３０では、ＬＥＤアレイＡ１は、一方側から、緑色ＬＥ
Ｄ５３Ｇ、赤色ＬＥＤ５３Ｒ、青色ＬＥＤ５３Ｂ、緑色ＬＥＤ５３Ｇの順序で一列に並ん
だ４つのＬＥＤ５３によって構成されている。また、ＬＥＤアレイＡ１は、両端の緑色Ｌ
ＥＤ５３Ｇと三原色光分離板５２Ｔとが、それぞれ０．５ｗ離れるように配置される。
【０２１１】
　このようにＬＥＤアレイＡ１が配置されることにより、一対の三原色光分離板５２Ｔの
うち一方は、基板５１の第１の端部Ｅ１側にＬＥＤアレイＡ１が配置され、他方は、基板
５１の第２の端部Ｅ２側にＬＥＤアレイＡ１が配置される。
【０２１２】
　以下の説明では、区別する必要がある場合には、一対の三原色光分離板５２Ｔのうち、
第１の端部Ｅ１側にＬＥＤアレイＡ１が配置されている三原色光分離板５２Ｔを、第１の
三原色光分離板５２Ｔ－１といい、第２の端部Ｅ２側にＬＥＤアレイＡ１が配置されてい
る三原色光分離板５２Ｔを、第２の三原色光分離板５２Ｔ－２という。
【０２１３】
　第１の三原色光分離板５２Ｔ－１は、第１の端部Ｅ１の方向に２．５ｗ離れた位置に赤
色ＬＥＤ５３Ｒが配置されており、１．５ｗ離れた位置に青色ＬＥＤ５３Ｂが配置されて
おり、０．５ｗ及び３．５ｗ離れた位置に緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置されている。
【０２１４】
　第１の三原色光分離板５２Ｔ－１は、第１の端部Ｅ１方向に配置されている赤色ＬＥＤ
５３Ｒから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第１の三原色光分離板
５２Ｔ－１によって反射された赤色光を、進行方向の反対側に延長すると、第２の端部Ｅ
２方向、すなわち、ＬＥＤ５３が配置されていない領域側に２．５ｗ離れた位置Ｃ３１と
交差する。したがって、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１によって反射された赤色光の見
かけ上の出射元は、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に２．５ｗ
離れた位置Ｃ３１となる。
【０２１５】
　また、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１は、第１の端部Ｅ１方向に配置されている青色
ＬＥＤ５３Ｂから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第１の三原色光
分離板５２Ｔ－１によって反射された青色光を、進行方向の反対側に延長すると、第２の
端部Ｅ２方向、すなわち、ＬＥＤ５３が配置されていない領域側に１．５ｗ離れた位置Ｃ
３２と交差する。したがって、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１によって反射された青色
光の見かけ上の出射元は、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に１
．５ｗ離れた位置Ｃ３２となる。
【０２１６】
　また、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１は、第１の端部Ｅ１方向に配置されている緑色
ＬＥＤ５３Ｇから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第１の三原色光
分離板５２Ｔ－１によって反射された緑色光を、進行方向の反対側に延長すると、第２の
端部Ｅ２方向、すなわち、ＬＥＤ５３が配置されていない領域側に０．５ｗ離れた位置Ｃ
３３及び３．５ｗ離れた位置Ｃ３４と交差する。第１の三原色光分離板５２Ｔ－１によっ
て反射された緑色光の見かけ上の出射元は、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の
端部Ｅ２方向に０．５ｗ離れた位置Ｃ３３及び３．５ｗ離れた位置Ｃ３４となる。
【０２１７】
　第２の三原色光分離板５２Ｔ－２は、第１の端部Ｅ２の方向に１．５ｗ離れた位置に赤
色ＬＥＤ５３Ｒが配置されており、２．５ｗ離れた位置に青色ＬＥＤ５３Ｂが配置されて
おり、０．５ｗ及び３．５ｗ離れた位置に緑色ＬＥＤ５３Ｇが配置されている。
【０２１８】
　第２の三原色光分離板５２Ｔ－２は、第２の端部Ｅ２方向に配置されている赤色ＬＥＤ
５３Ｒから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第２の三原色光分離板
５２Ｔ－２によって反射された赤色光を、進行方向の反対側に延長すると、第１の端部Ｅ
１方向、すなわち、ＬＥＤ５３が配置されていない領域側に１．５ｗ離れた位置と交差す
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る。
【０２１９】
　第２の三原色光分離板５２Ｔ－２から第１の端部Ｅ１方向に１．５ｗ離れた位置は、第
１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に２．５ｗ離れた位置Ｃ３１と一
致する。したがって、第２の三原色光分離板５２Ｔ－２によって反射された赤色光の見か
け上の出射元は、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に２．５ｗ離
れた位置Ｃ３１となる。
【０２２０】
　また、第２の三原色光分離板５２Ｔ－２は、第２の端部Ｅ２方向に配置されている青色
ＬＥＤ５３Ｂから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第２の三原色光
分離板５２Ｔ－２によって反射された青色光を、進行方向の反対側に延長すると、第１の
端部Ｅ１方向、すなわち、ＬＥＤ５３が配置されていない領域側に２．５ｗ離れた位置と
交差する。
【０２２１】
　第２の三原色光分離板５２Ｔ－２から第１の端部Ｅ１方向に２．５ｗ離れた位置は、第
１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置Ｃ３２と一
致する。したがって、第２の三原色光分離板５２Ｔ－２によって反射された青色光の見か
け上の出射元は、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離
れた位置Ｃ３２となる。
【０２２２】
　また、第２の三原色光分離板５２Ｔ－１は、第２の端部Ｅ２方向に配置されている緑色
ＬＥＤ５３Ｇから出射された光の５０％を透過して、５０％を反射する。第２の三原色光
分離板５２Ｔ－２によって反射された緑色光を、進行方向の反対側に延長すると、第１の
端部Ｅ１方向、すなわち、ＬＥＤ５３が配置されていない領域側に０．５ｗ離れた位置Ｃ
３４及び３．５ｗ離れた位置Ｃ３３と交差する。
【０２２３】
　第２の三原色光分離板５２Ｔ－２から第１の端部Ｅ１方向に０．５ｗ離れた位置は、第
１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に３．５ｗ離れた位置Ｃ３４と一
致する。また、第２の三原色光分離板５２Ｔ－２から第１の端部Ｅ１方向に３．５ｗ離れ
た位置は、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に０．５ｗ離れた位
置Ｃ３３と一致する。したがって、第１の三原色光分離板５２Ｔ－２によって反射された
緑色光の見かけ上の出射元は、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向
に０．５ｗ離れた位置Ｃ３３及び３．５ｗ離れた位置Ｃ３４となる。
【０２２４】
　以上の説明したように、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１によって反射された赤色光の
見かけ上の出射元と、第２の三原色光分離板５２Ｔ－２によって反射された赤色光の見か
け上の出射元とは、共に、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に２
．５ｗ離れた位置Ｃ３１となる。
【０２２５】
　また、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１によって反射された青色光の見かけ上の出射元
と、第２の三原色光分離板５２Ｔ－２によって反射された青色光の見かけ上の出射元とは
、共に、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置
Ｃ３２となる。
【０２２６】
　また、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１によって反射された緑色光の見かけ上の出射元
と、第２の三原色光分離板５２Ｔ－２によって反射された緑色光の見かけ上の出射元とは
、共に、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に０．５ｗ離れた位置
Ｃ３３及び３．５ｗ離れた位置Ｃ３４となる。
【０２２７】
　したがって、２つの三原色光分離板５２Ｔによって挟まれており、ＬＥＤ５３が配置さ
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れていない領域には、この領域の両側に配置されている三原色光分離板５２Ｔによって反
射された赤色光、緑色光、青色光の出射元である赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’、緑色
ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’が生じる。
【０２２８】
　赤色ＬＥＤ５３Ｒの虚像５３Ｒ’、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚像５３Ｂ’は、それぞれ、第
１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に１．５ｗ離れた位置Ｃ３１、第
１の三原色光分離板５２Ｔ－１から第２の端部Ｅ２方向に２．５ｗ離れた位置Ｃ３２に生
じる。また、緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’は、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１から
第２の端部Ｅ２方向に０．５ｗ離れた位置Ｃ３３と３．５ｗ離れた位置Ｃ３４とに生じる
。
【０２２９】
　以上説明した配置で、赤色ＬＥＤ５３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青色ＬＥＤ５３Ｂと
、三原色光分離板５２Ｔとが配置されているために、光源部１３０では、２つの三原色光
分離板５２Ｔに挟まれており且つＬＥＤ５３が配置されていない領域に、赤色ＬＥＤ５３
Ｒの虚像５３Ｒ’と、２つの緑色ＬＥＤ５３Ｇの虚像５３Ｇ’と、青色ＬＥＤ５３Ｂの虚
像５３Ｂ’とが生じる。
【０２３０】
　すなわち、光源部１３０では、基板５１上に配置されているＬＥＤアレイＡ１の間にＬ
ＥＤ５３の虚像５３’が生じるために、配置されているＬＥＤ５３の数を見かけ上増やす
ことが可能となる。
【０２３１】
　また、光源部１３０では、緑色ＬＥＤ５３Ｇ、赤色ＬＥＤ５３Ｒ、青色ＬＥＤ５３Ｂ、
緑色ＬＥＤ５３Ｇの順序で一列に並んだ４つのＬＥＤ５３によって構成されているＬＥＤ
アレイＡ１が見かけ上一列に並ぶように、虚像５３Ｒ’が生じる。したがって、光源部１
２０を備えるバックライト装置２０は、赤色光及び青色光、並びに赤色光及び青色光の２
倍の緑色光を効率良く混色して、表示パネル１０に表示された画像を鮮明に映し出すこと
が可能な白色光を生成することが可能となる。
【０２３２】
　なお、図２５に示すように、基板５１の代わりに、筐体４０の底面４０ａとほぼ同一の
大きさである基板１４１を使用し、三原色光分離板５２Ｔの代わりに、水平方向の長さが
筐体４０の底面４０ａの幅方向とほぼ同一の長さである三原色光分離板５２Ｍを使用して
、三原色光分離板５２Ｍの間に配置されるＬＥＤアレイＡ１の数を２つ以上としても良い
。
【０２３３】
　このような構成とすることにより、バックライト装置２０に配置される光分離板５２の
数を減らすことができるため、バックライト装置２０を製造するときに必要となる部品点
数を減らすことが可能となる。したがって、バックライト装置２０を簡易に製造すること
が可能となる。
【０２３４】
　第５の実施の形態
　また、バックライト装置２０には、光源部５０，１１０，１２０，１３０の代わりに、
図２６に示すような光源部１５０が備えられていても良い。以下では、本発明の第５の実
施の形態として、バックライト装置２０に備えられる光源部１５０について説明する。な
お、以下の説明では、光源部５０，１１０，１２０，１３０と同等な部材について説明を
省略し、また、図面において同じ符号を付する。
【０２３５】
　図２６に示すように、光源部１５０は、基板１４１上に、第１及び第２の三原色光分離
板５２Ｌ－１，５２Ｌ－２（以下、区別する必要がない場合には、三原色光分離板５２Ｌ
という。）と、赤色ＬＥＤ５３Ｒと、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青色ＬＥＤ５３Ｂとが配置さ
れた構成とされている。
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【０２３６】
　三原色光分離板５２Ｌは、水平方向の長さが基板１４１の長手方向とほぼ同じ長さとさ
れており、水平方向が基板１４１の長手方向に沿うように、基板１４１上に配置されてい
る。また、各三原色光分離板５２Ｌは、ｗのピッチで配置されている。
【０２３７】
　各三原色光分離板５２Ｌと、基板１４１の幅方向の両端部Ｅ１１，Ｅ１２との間には、
赤色ＬＥＤ５３Ｒ、青色ＬＥＤ５３Ｂ、及び緑色ＬＥＤ５３Ｇが、各三原色光分離板５２
Ｌから０．５ｗ離れた位置に、各三原色光分離板５２Ｌの主面に沿って、所定の順序で一
列に並んで配置される。なお、以下の説明では、各三原色光分離板５２Ｌと両端部Ｅ１１
，Ｅ１２との間に一列に並べられたＬＥＤ５３を、ＬＥＤアレイＡ２という。また、区別
する必要がある場合には、第１の三原色光分離板５２Ｌ－１と対向している方を第１のＬ
ＥＤアレイＡ２－１といい、第２の三原色光分離板５２Ｌ－１と対向している方を第２の
ＬＥＤアレイＡ２－２という。
【０２３８】
　２つのＬＥＤアレイＡ２は、基板１４１の長手方向の一方の端部Ｅ１３側から他方の端
部Ｅ１４側にかけて同一の配列で並んでいる。すなわち、第１の三原色光分離板５２Ｌ－
１と第２の三原色光分離板５２Ｌ－２とを介して、第１のＬＥＤアレイＡ２－１を構成す
る赤色ＬＥＤ５３Ｒ、緑色ＬＥＤ５３Ｇ、青色ＬＥＤ５３Ｂと、第２のＬＥＤアレイＡ２
－２を構成する赤色ＬＥＤ５３Ｒ、緑色ＬＥＤ５３Ｇ、青色ＬＥＤ５３Ｂとが、互いに相
対している。
【０２３９】
　なお、本実施の形態では、２つのＬＥＤアレイＡ２は、基板１４１の長手方向の一方の
端部Ｅ１３側から他方の端部Ｅ１４側にかけて、緑色ＬＥＤ５３Ｇ、赤色ＬＥＤ５３Ｒ、
青色ＬＥＤ５３Ｂ、緑色ＬＥＤ５３Ｇ…という配列を繰り返しながら一列に並んだ構成と
されている。
【０２４０】
　このようにＬＥＤ５３が配置されることにより、第１の三原色光分離板５２Ｌ－１は、
基板１４１の幅方向の一方の端面Ｅ１１側に第１のＬＥＤアレイＡ２－１が配置されてい
るが、他方の端部Ｅ１２側にＬＥＤ５３が配置されていない。また、第２の三原色光分離
板５２Ｔ－２は、基板１４１の幅方向の他方の端部Ｅ１２側に第２のＬＥＤアレイＡ２－
２が配置されているが、一方の端部Ｅ１１側にＬＥＤ５３が配置されていない。
【０２４１】
　第１の三原色光分離板５２Ｌ－１は、第１のＬＥＤアレイＡ２－１を構成する各ＬＥＤ
５３から出射された光の５０％を透過して５０％を反射する。
【０２４２】
　図２７に示すように、第１の三原色光分離板５２Ｌ－１によって反射された光の光路を
、それぞれ進行方向の反対方向に延長すると、第１の三原色光分離板５２Ｌ－１を中心と
して各ＬＥＤ５３と対向する位置、言いかえると、第１の三原色光分離板５２Ｔ－１を対
称面として各ＬＥＤ５３に対して対称となる位置と交差する。なお、図２７は、図２６中
ＡＡ’線で切断した断面図である。
【０２４３】
　第１のＬＥＤアレイＡ２－１を構成する各ＬＥＤ５３は、第１の三原色光分離板５２Ｌ
－１から０．５ｗ離れて配置されている。また、第１の三原色光分離板５２Ｌ－１と第２
の三原色光分離板５２Ｌ－２とは、ｗのピッチで配置されている。したがって、第１の三
原色光分離板５２Ｌ－１と第２の三原色光分離板５２Ｌ－２との中心であり、第１の三原
色光分離板５２Ｌ－１を中心として第１のＬＥＤアレイＡ２－１を構成する各ＬＥＤ５３
と対向する位置Ｃ４１が、第１の三原色光分離板５２Ｌ－１によって反射された赤色光、
緑色光、青色光の見かけ上の出射元となる。
【０２４４】
　また、第２の三原色光分離板５２Ｌ－２は、第２のＬＥＤアレイＡ２－２を構成する各
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ＬＥＤ５３から出射された光の５０％を透過して５０％を反射する。
【０２４５】
　図２７に示すように、第２の三原色光分離板５２Ｌ－２によって反射された光の光路を
、それぞれ進行方向の反対方向に延長すると、第２の三原色光分離板５２Ｌ－２を中心と
して各ＬＥＤ５３と対向する位置、言いかえると、第２の三原色光分離板５２Ｔ－２を対
称面として各ＬＥＤ５３に対して対称となる位置と交差する。
【０２４６】
　第２のＬＥＤアレイＡ２－２を構成する各ＬＥＤ５３は、第２の三原色光分離板５２Ｌ
－２から０．５ｗ離れて配置されている。また、第１の三原色光分離板５２Ｌ－１と第２
の三原色光分離板５２Ｌ－２とは、ｗのピッチで配置されている。したがって、第１の三
原色光分離板５２Ｌ－１と第２の三原色光分離板５２Ｌ－２との中心であり、第２の三原
色光分離板５２Ｌ－２を中心として第２のＬＥＤアレイＡ２－２を構成する各ＬＥＤ５３
と対向する位置は、上述した位置Ｃ４１となり、第２の三原色光分離板５２Ｌ－２によっ
て反射された赤色光、緑色光、青色光の見かけ上の出射元となる。
【０２４７】
　また、第１のＬＥＤアレイＡ２－１を構成するＬＥＤ５３の配列と第２のＬＥＤアレイ
Ａ２－２を構成するＬＥＤ５３の配列とは、同一とされている。したがって、第１の三原
色光分離板５２Ｌ－１と第２の三原色光分離板５２Ｌ－２との中心Ｃ４１には、第１の三
原色光分離板５２Ｌ－１によって反射された光の見かけ上の出射元であり、且つ第２の三
原色光分離板５２Ｌ－２によって反射された光の見かけ上の出射元であるＬＥＤ５３の虚
像５３’が形成される。言いかえると、第１の三原色光分離板５２Ｌ－１と第２の三原色
光分離板５２Ｌ－２との中心線Ｌ３上に、ＬＥＤアレイＡ２と同じ配列で並んでいるＬＥ
Ｄ５３の虚像５３’が形成される。
【０２４８】
　以上説明したように、光源部１５０では、２つの三原色光分離板５２Ｌに挟まれた領域
に、緑色ＬＥＤ５３Ｇと、青色ＬＥＤ５３Ｂと、赤色ＬＥＤ５３Ｒから構成されるＬＥＤ
アレイＡ２を構成するＬＥＤ５３の虚像５３’が生じる。
【０２４９】
　すなわち、光源部１５０を備えたバックライト装置２０では、基板１４１上に配置され
ているＬＥＤアレイＡ２間にＬＥＤアレイＡ２を構成する各ＬＥＤ５３の虚像５３’が生
じるために、配置されているＬＥＤ５３の数を見かけ上増やすことが可能となる。
【０２５０】
　また、光源部１５０では、緑色ＬＥＤ５３Ｇ、赤色ＬＥＤ５３Ｒ、青色ＬＥＤ５３Ｂ、
緑色ＬＥＤ５３Ｇ…という配列を繰り返しながら一列に並んだＬＥＤアレイＡ２が見かけ
上複数配置されているように虚像５３Ｒ’が生じる。したがって、光源部１５０を備える
バックライト装置２０は、赤色光及び青色光、並びに赤色光及び青色光の２倍の緑色光を
効率良く混色して、表示パネル１０に表示された画像を鮮明に映し出すことが可能な白色
光を生成することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０２５１】
【図１】本発明を適用したカラー液晶表示装置を示す斜視図である。
【図２】上記カラー液晶表示装置の駆動回路を示すブロック図である。
【図３】本発明を適用したバックライト装置を示す一部切り欠き斜視図である。
【図４】上記バックライト装置に備えられる光源部を示す模式図である。
【図５】サイドエミット型ＬＥＤを示す模式図である。
【図６】（Ａ）は本実施の形態で使用した赤色光透過反射板を示す断面図であり、（Ｂ）
は同赤色光透過反射板に入射した赤色光の透過率を示すグラフである。
【図７】（Ａ）は本実施の形態で使用した緑色光透過反射板を示す断面図であり、（Ｂ）
は同緑色光透過反射板に入射した緑色光の透過率を示すグラフである。
【図８】（Ａ）は本実施の形態で使用した青色光透過反射板を示す断面図であり、（Ｂ）
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は同青色光透過反射板に入射した青色光の透過率を示すグラフである。
【図９】ガラス基板の両主面上に、光学多層膜が形成されている反射板を示す断面図であ
る。
【図１０】（Ａ）は一方の主面と他方の主面との中心面を対称面として面対称な赤色光透
過反射板を示す断面図であり、（Ｂ）は同赤色光透過反射板に入射した赤色光の透過率を
示すグラフである。
【図１１】（Ａ）は一方の主面と他方の主面との中心面を対称面として面対称な緑色光透
過反射板を示す断面図であり、（Ｂ）は同緑色光透過反射板に入射した緑色光の透過率を
示すグラフである。
【図１２】（Ａ）は一方の主面と他方の主面との中心面を対称面として面対称な青色光透
過反射板を示す断面図であり、（Ｂ）は同青色光透過反射板に入射した青色光の透過率を
示すグラフである。
【図１３】上記光源部に備えられたＬＥＤ及び光分離板の配置、並びに光分離板によって
形成される虚像の位置を説明するための図である。
【図１４】上記光源部に備えられたＬＥＤの他の配置方法を示す模式図である。
【図１５】上記光源部に備えられたＬＥＤの更に他の配置方法を示す模式図である。
【図１６】光透過反射板により光の透過率と反射率とを制御することによって、拡散板か
ら出射される光の輝度ムラが改善される例を説明するための模式図である。
【図１７】サイドエッジ型のバックライト装置を示す平面図である。
【図１８】本発明の第２の実施の形態の光源部を示す模式図である。
【図１９】上記光源部に備えられたＬＥＤ及び光分離板の配置、並びに光分離板によって
形成される虚像の位置を説明するための図である。
【図２０】本発明の第３の実施の形態の光源部を示す模式図である。
【図２１】上記光源部に備えられたＬＥＤ及び光分離板の配置、並びに光分離板によって
形成される虚像の位置を説明するための図である。
【図２２】本発明の第４の実施の形態の光源部を示す模式図である。
【図２３】第４の実施の形態で使用した三原色光分離板を示す断面図である。
【図２４】上記光源部に備えられたＬＥＤ及び光分離板の配置、並びに光分離板によって
形成される虚像の位置を説明するための図である。
【図２５】上記光源部におけるＬＥＤの他の配置方法を示す模式図である。
【図２６】本発明の第５の実施の形態の光源部を示す模式図である。
【図２７】上記光源部に備えられたＬＥＤ及び光分離板の配置、並びに光分離板によって
形成される虚像の位置を説明するための図である。
【符号の説明】
【０２５２】
　２０　バックライト装置、４０　筐体、４１　反射板、４２　拡散板、５０　光源部、
５１　基板、５２Ｒ　赤色光分離板、５２Ｇ　緑色光分離板、５２Ｂ　青色光分離板、５
３Ｒ　赤色ＬＥＤ、５３Ｇ　緑色ＬＥＤ、５３Ｂ　青色ＬＥＤ
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